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上２枚：嘉島町成人式。
晴れ着に身を包み、笑
顔を見せる新成人
中左：嘉島西小の国際交
流会。英語で外国人と
話す６年生
中右：嘉島幼稚園の鏡開
き。ぜんざいを食べる
園児
下左：嘉島東小の持久走
大会。保護者の声援を
受けて力走する児童
下右：上六嘉のどんどや
に集まった子どもたち



　

嘉
島
町
の
成
人
式
は
１
月
10
日
、

町
民
会
館
で
開
か
れ
、
来
賓
や
家

族
が
門
出
を
祝
う
な
か
、
華
や
か

な
晴
れ
着
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人

が
社
会
人
と
し
て
の
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
今
年
の
新

成
人
は
98
人
（
男
性
46
人
、
女
性

52
人
）。
式
に
は
70
人
が
出
席
し

ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

荒
木
泰
臣
町
長
は
式
辞
で
、

「
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
、
一
人
前

の
社
会
人
と
し
て
の
判
断
や
行
動

が
求
め
ら
れ
ま
す
」
と
自
覚

を
促
し
、「
今
後
も
健
康
で
、

将
来
の
夢
を
実
現
さ
れ
る
よ

う
祈
り
ま
す
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

中
林
裕
一
教
育
委
員
長
は

「
成
人
は
自
由
で
な
く
『
自

立
』
を
意
味
し
ま
す
。
行

き
詰
ま
っ
た
と
き
は
先
輩
の

行
動
や
知
恵
を
借
り
、
大
人

へ
の
道
を
進
ん
で
い
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
激
励
。
川
上
國

治
町
議
会
議
長
は
「
自
分
の

発
言
や
行
動
に
責
任
を
持
ち
、

明
る
く
健
全
な
社
会
を
築
く

原
動
力
に
な
ら
れ
る
よ
う

に
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
、
日

𠮷
夏
美
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
、

上
田
誠
也
さ
ん
が
交
通
安
全

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
中
学
校
卒
業
式
の
前
日
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
、
テ
レ
ビ

の
前
で
「
自
分
に
も
何
か
で
き

る
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」。

そ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
こ
と
を

覚
え
て
い
ま
す
。
本
日
、
こ
の
式

典
で
気
持
ち
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
こ
こ
に
誓
い
ま
す
。

　

今
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
誰
か
を

支
え
ら
れ
る
人
に
な
り
ま
す
。

　

故
郷
で
あ
る
嘉
島
町
を
い
つ
ま

で
も
大
切
に
し
、
そ
の
出
身
で
あ

る
こ
と
を
誇
り
に
、
成
長
を
続
け

ま
す
。

　

交
通
事
故
の
な
い
、
安
全
で
住

み
よ
い
郷
土
づ
く
り
は
、
嘉
島
町

民
の
心
か
ら
の
願
い
で
す
。

一
、 

私
た
ち
は
、
新
成
人
と
し
て

自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
交
通
安

全
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て

と
ら
え
、「
交
通
ル
ー
ル
」
を

守
り
、「
交
通
マ
ナ
ー
」
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

一
、 

私
た
ち
は
、
乗
車
す
る
際
、

必
ず
全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
す
る
と
と
も
に
、

飲
酒
運
転
や
暴
走
運
転
な
ど
は

絶
対
に
行
い
ま
せ
ん
。

嘉島東校区の皆さん

日𠮷 夏美さん

上田 誠也さん

祝祝

新
た
な

 

一
歩

９８９８人人
人人成成

新
成
人
代
表
謝
辞
（
抜
粋
）

交
通
安
全
宣
言
（
抜
粋
）

町
民
会
館
で
開
か
れ
た
式
に
参
加
し
た
新
成
人
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嘉島西校区の皆さん

　

成
人
式
会
場
と
な
っ
た
町
民
会

館
は
１
月
10
日
、
新
成
人
た
ち
の

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。
あ
ち
こ

ち
に
人
の
輪
が
で
き
、
歓
声
が
響

き
ま
し
た
。

あ
ふ
れ
る

あ
ふ
れ
る
笑
顔
笑
顔
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第
40
回
上
益
城
郡
町
対
抗
駅
伝
大
会
は
12

月
20
日
、
御
船
町
役
場
前
ス
タ
ー
ト
、
益
城

町
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
ゴ
ー
ル
の
８

荒木町長（前列中央）、工藤教育長（後列右から３人目）
を囲んだ嘉島町チーム

区
間
37
・
８
㌔
で
行
わ
れ
、
５
町
６
チ
ー
ム

が
参
加
。
嘉
島
町
は
２
位
で
ゴ
ー
ル
イ
ン
し

ま
し
た
。
記
録
は
２
時
間
13
分
11
秒
。
２
位

は
平
成
14
年
の
第
27
回
大
会
以
来
13
年
ぶ
り

で
、
１
区
・
時
松
航
世
選
手
と
３
区
・
光
橋

広
祐
選
手
が
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
優

勝
は
甲
佐
町
で
し
た
。

　

嘉
島
町
チ
ー
ム
は
、
後
半
で
甲
佐
町
に
逆

転
を
許
し
た
も
の
の
、
全
区
間
を
通
じ
て

２
位
以
上
を
キ
ー
プ
す
る
安
定
し
た
レ
ー

ス
を
展
開
。
時
松
選
手
の
記
録
は
11
分
45

秒
（
３
・
６
㌔
）、
光
橋
選
手
は
16
分
00
秒

（
４
・
８
㌔
）
で
し
た
。

　

チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
は
次
の
通
り
。

　

▽
監
督　

佐
藤　

光
正
（
鯰
）
▽
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー　

丸
山　

輝
高
（
嘉
島
中
講
師
）
▽

１
区　

時
松　

航
世
（
上
島
）
▽
２
区　

杉

野　

育
海
（
下
仲
間
）

▽
３
区　

光
橋　

広
祐

（
犬
渕
）
▽
４
区　

尾

坂
喜
代
美
（
鯰
）
▽
５

区　

廣
田　

百
華
（
滝

河
原
）
▽
６
区　

山

本　

将
生
（
鯰
）
▽
７

区　

川
野　

聡
介
（
下

仲
間
）
▽
８
区　

光

橋　

達
司
（
犬
渕
）
▽

補
員　

川
上　

欣
悟

（
下
六
嘉
）、
井
上　

彩

（
上
島
）、
倉
岡　

亜
衣

（
滝
河
原
）、
鍬
先　

貫

太
（
上
六
嘉
）、
宮
園　

浩
二
（
鯰
）

 

＝
敬
称
略

御
船
町
役
場
前
を
一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し

た
各
チ
ー
ム
の
選
手

嘉
島
町

嘉
島
町  

２
位
２
位

時
松
選
手

光
橋
広
選
手
区
間
賞

第
40
回
上
益
城
郡

町
対
抗
駅
伝
大
会

整列する第１分団第１部

奥村 一紀 さん

　

元
嘉
島
町
農
業
委
員
会
委

員
の
奥
村
一
紀
さ
ん
（
下
仲

間
）
が
12
月
22
日
、
熊
本
県

の
農
業
の
振
興
と
発
展
に
寄

与
し
た
と
し
て
、
県
農
林
水

産
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

奥
村
さ
ん
は
平
成
４
年
か

ら
７
期
21
年
に
わ
た
っ
て
農

業
委
員
と
し
て
農
地
の
荒
廃

防
止
や
農
地
集
積
な
ど
に
尽

力
。
平
成
16
年
１
月
か
ら
24

年
12
月
ま
で
町
農
業
委
員
会

会
長
を
務
め
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
水
田
利
用
再

編
対
策
事
業
推
進
協
議
会
委

員
や
地
域
農
政
特
別
対
策
事

業
推
進
協
議
会
委
員
な
ど
も

歴
任
、
地
域
営
農
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
に
は
農
林
水
産

大
臣
表
彰
も
受
賞
し
て
い
ま

す
。

熊本県農林水産業功労者　表彰
元町農業委員会委員 奥村 一紀 さん

　

嘉
島
町
消
防
団
は
12
月
28
、
29

日
、
火
災
や
犯
罪
か
ら
地
域
住
民

を
守
る
た
め
、
各
地
区
で
年
末
警

戒
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

28
日
は
町
長
に
よ
る
巡
視
激
励

が
あ
り
、
詰
め
所
前
に
は
団
員
が

整
列
。
部
長
の
「
た
だ
い
ま
年
末

警
戒
中
、
異
常
あ
り
ま
せ
ん
!!
」

の
気
合
い
の
入
っ
た
報
告
に
、
荒

木
町
長
、
榮
光
男
団
長
が
激
励
の

言
葉
を
送
り
ま
し
た
。

　

整
列
状
況
、
規
律
動
作
等
に
よ

る
順
位
は
次
の
通
り
で
し
た
。

① 

第
一
分
団
第
一
部
（
井
寺
）

② 

第
一
分
団
第
二
部
（
下
六
嘉
）

③ 

第
二
分
団
第
二
部
（
上
六
嘉
）

年
末

警
戒

嘉
島
町
消
防
団

異
常
な
し
!!
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現
在
の
熊
本
市
南
熊
本
か
ら
嘉

島
町
を
通
っ
て
美
里
町
永
富
ま
で

走
っ
て
い
た
熊ゆ
う
え
ん延
鉄
道
（
現
・
熊

本
バ
ス
）
の
開
業
１
０
０
周
年
を

記
念
し
た
写
真
展
は
１
月
26
日
〜

２
月
７
日
、
嘉
島
町
民
会
館
で
開

か
れ
、
多
く
の
人
が
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
鉄
道
は
大
正
元
（
１
９
１

２
）
年
、
熊
本
と
御
船
を
結
ぶ
鉄

道
敷
設
を
目
指
し
て
御
船
鉄
道
と

し
て
設
立
。
同
４
（
１
９
１
６
）

年
に
熊
本
市
春
竹
駅
（
現
・
Ｊ
Ｒ

南
熊
本
駅 

）
― 

嘉
島
村
（
現
・

嘉
島
町
）
鯰
駅
間
が
開
業
し
ま
し

た
。
翌
５
年
に
御
船
駅
ま
で
開
業
。

昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
、
宮
崎

県
延
岡
ま
で
の
延
伸
を
目
指
し

て
熊
延
鉄
道
と
社
名
変
更
。
同

７
（
１
９
３
２
）
年
に
は
砥
用
駅

（
現
・
美
里
町
永
富
）
ま
で
延
び

ま
し
た
が
、
自
動
車
の
普
及
に
よ

り
、
同
39
（
１
９
６
４
）
年
に
廃

線
と
な
り
ま
し
た
。

　

写
真
展
は
、
県
上
益
城
振
興
局

や
熊
本
バ
ス
、
嘉
島
町
な
ど
旧
沿

線
市
町
で
作
る
実
行
委
員
会
の
主

催
。
嘉
島
の
鯰
駅
や
上
島
駅
、
中

ノ
瀬
鉄
橋
な
ど
の
写

真
や
資
料
約
２
０
０

点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

２
月
以
降
の
会
場

と
期
間
は
次
の
通
り

で
す
。
南
熊
本
駅
は

一
部
展
示
で
す
。

◇
御
船
街
な
か
ギ
ャ

ラ
リ
ー
＝
２
月
21
日

（
日
）
ま
で
◇
美
里
町

役
場
中
央
庁
舎
＝
２

月
24
日
（
水
）
〜
３

月
４
日
（
金
）
◇
Ｊ

Ｒ
南
熊
本
駅
＝
３
月

４
日
（
金
）
ま
で

熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年
記
念
写
真
展

熊
延
鉄
道
開
業
１
０
０
周
年
記
念
写
真
展

　

鯰
駅
、
上
島
駅
…　

　

鯰
駅
、
上
島
駅
…　

町
民
会
館
で
開
催

町
民
会
館
で
開
催

嘉島町民会館の写真展会場

　

御
船
保
健
所
か
ら
委
嘱
さ
れ
た

地
元
消
費
者
代
表
６
人
が
12
月
15

日
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
で
一
日

食
品
衛
生
監
視
員
と
し
て
巡
回
指

導
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
食
の
安
全
安
心
の
た
め
の
基

本
方
針
」
に
基
づ
く
も
の
で
す
。　

　

監
視
員
は
、
県
の
担
当
者
か
ら

27
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
食

品
表
示
基
準
」
の
概
要
や
旧
制
度

か
ら
の
変
更
点
な
ど
の
説
明
を
受

け
、
上
益
城
地
区
食
品
衛
生
協
会

と
連
携
し
て
巡
回
。

　

商
品
を
一
つ
一
つ
手
に
取
り
、

原
材
料
名
や
原
産
地
、
ア
レ
ル

ギ
ー
、
食
品
添
加
物
な
ど
が
分
か

り
や
す
く
表
示
さ
れ
て
い
る
か
入

念
に
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
地
域
婦
人
会
（
廣
田
惠

子
会
長
）
は
12
月
19
日
、
嘉
島
町

民
会
館
で
徳
育
講
座
を
開
き
ま
し

た
。

　

嫁
、
姑
、
孫
の
三
世
代
36
人
が

参
加
。
第
１
部
は
郷
土
料
理
講
習

会
。
嘉
島
産
小
麦
・
大
豆
の
味
噌

を
使
っ
た
だ
ん
ご
汁
や
青
大
豆
の

炊
き
込
み
ご
飯
な
ど
４
品
を
仲
良

く
調
理
、
お
い
し
く
食
べ
な
が
ら

交
流
し
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
道
徳
教
育
用
郷
土
資

料
「
熊
本
の
心
」
の
読
み
聞
か
せ
。

子
ど
も
た
ち
は
加
藤
清
正
を
題
材

と
し
た
「
や
し
ゃ
わ
か
」
や
「
大

き
な
の
ぞ
み
」
に
興
味
深
そ
う
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

町
高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級
は

12
月
18
日
、
町
民
会
館
で
開
か
れ
、

水
俣
病
語
り
部
の
緒
方
正
美
さ
ん

と
食
肉
処
理
場
で
働
く
坂
本
義
喜

さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ビ
デ
オ
で

人
権
問
題
を
考
え
ま
し
た
。

　

本
年
度
５
回
目
の
開
催
。
約
50

人
が
参
加
。
緒
方
さ
ん
の
ビ
デ
オ

「
正
直
に
生
き
る
」
で
は
、
水
俣

病
の
差
別
や
偏
見
に
苦
し
ん
だ
家

族
や
、
差
別
を
恐
れ
て
水
俣
病
を

隠
し
続
け
て
き
た
自
身
の
過
去
と

そ
の
後
の
活
動
を
紹
介
、「
差
別

を
し
た
人
も
受
け
た
人
も
苦
し
む
。

弱
い
人
に
手
を
差
し
延
べ
て
、
正

直
に
生
き
る
こ
と
が
大
事
」
と
訴

え
ま
し
た
。

　

坂
本
さ
ん
の
「
動
物
の
命
を
い

た
だ
き
、
お
肉
に
す
る
仕
事
」
は
、

食
肉
処
理
の
歴
史
や
偏
見
か
ら
自

ら
の
仕
事
を
隠
し
て
い
た
過
去

や
、
解
体
す
る
牛
へ
の
飼
い
主
の

愛
情
を
見
て
認
識
を
改
め
た
こ
と
。

「
牛
の
命
は
私
た
ち
の
命
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
私
た
ち
は
牛
を
解

（
と
）
く
＝
命
を
解
き
放
す
＝
と

言
い
、
殺
す
と
言
わ
な
い
」
と
仕

事
へ
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

水
俣
病
、
食
肉
処
理

人
権
を
考
え
る

高
齢
者
・
婦
人
合
同
学
級

郷
土
料
理
で

三
世
代
交
流

町
地
域
婦
人
会
徳
育
講
座

一
日
食
品
衛
生
監
視

消
費
者
代
表
が
巡
回

料理を楽しむ参加者

商品を確認する監視員
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嘉
島
中
学
校
の
生
徒
会
認
証
式
は
12
月
24

日
、
同
中
体
育
館
で
あ
り
、
新
生
徒
会
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

時
松
航
世
会
長
は
「
一
人
ひ
と
り
の
個
性

を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
学
校
に
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
、
生
徒
会
の
基
本
方
針
は
全
校

生
徒
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
決
定
、
２

月
の
生
徒
集
会
で
提
案
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

新
生
徒
会
は
次
の
通
り
で
す
。
書
記
・
会

計
は
１
年
生
、
他
は
２
年
生
。

　

▽
会
長　

時
松　

航
世
▽
副
会
長　

倉
岡

亜
衣
、
嶋
﨑　

彩
花
▽
書
記
・
会
計　

安
永　

珠
梨
、
廣
川　

由
▽
議
長　

井
上　

彩
▽
副

議
長　

野
田　

豪
琉
、
竹
坂　

悠
汰
▽
学
級

委
員
長　

上
田　

澪
佳
▽
同
副
委
員
長　

錦

戸　

駿
人
▽
体
育
委
員
長　

前
田　

隼
佑
▽

同
副
委
員
長　

竹
田　

渚
▽
文
化
委
員
長　

廣
田　

百
華
▽
同
副
委
員
長　

緒
方　

蛍
▽

給
食
委
員
長　

上
田　

梨
世
▽
同
副
委
員
長　

川
上　

欣
悟
▽
広
報
委
員
長　

疋
田　

真
菜

▽
同
副
委
員
長　

石
坂　

隆
太
郎
▽
図
書
委

員
長　

井
上　

輪
華
▽

同
副
委
員
長　

丸
田　

健
太
郎
▽
安
全
委
員

長　

甲
斐　

愛
夏
▽
同

副
委
員
長　

杉
本　

流

星
▽
保
健
委
員
長　

山

口　

拓
馬
▽
同
副
委
員

長　

田
中　

裕
梨
▽
放

送
委
員
長　

池
田　

明

穂
▽
同
副
委
員
長　

清

田　

光
▽
美
化
委
員
長　

三
善　

正
太
朗
▽
同
副

委
員
長　

金
子　

優

花
▽
生
活
委
員
長　

鍬

先　

貫
太
▽
同
副
委
員

長　

本
田　

涼
乃

　
　
　
　
　

＝
敬
称
略

　
　
　

嘉
島
中
生
徒
会
三
役
会
。

　
　
　

中
央
が
時
松
会
長 　

「
個
性
発
揮
の
学
校
に
」

　
「
個
性
発
揮
の
学
校
に
」

　
　
　

嘉
島
中
新
生
徒
会
ス
タ
ー
ト

　
　
　

嘉
島
中
新
生
徒
会
ス
タ
ー
ト

時
松
会
長

嘉島中生徒会の議長、副議長、常任委員長、同副委員長

　

嘉
島
中
学
校
（
髙
森
富
雄
校

長
）
で
１
月
18
日
、
上
益
城
郡
教

科
等
研
究
会
の
公
開
授
業
が
あ

り
、
国
語
は
１
年
１
組
で
「
中
学

生
に
携
帯
電
話
（
ス
マ
ホ
）
は
必

要
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
討
論
ゲ
ー

ム
、
保
健
体
育
は
３
年
生
男
子
の

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
が
あ
り
ま

し
た
。

　

討
論
ゲ
ー
ム
は
、
身
近
な
テ
ー

マ
で
自
分
の
意
見
を
発
表
、
相
手

の
意
見
を
聴
い
て
さ
ら
に
自
分
の

意
見
を
深
め
る
こ
と
な
ど
が
狙
い
。

生
徒
は
「
必
要
（
賛
成
）」
と

「
不
要
（
反
対
）」
に
分
か
れ
、
新

聞
記
事
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
資

料
を
も
と
に
討
論
、「
知
り
た
い

こ
と
が
調
べ
ら
れ
る
。
勉
強
に
役

に
立
つ
」「
長
時
間
の
使
用
は
学

力
を
低
下
さ
せ
る
」「
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
る
」「
ル
ー

ル
を
決
め
て
守
れ
ば
い
い
」
な
ど

の
意
見
を
出
し
合
い
ま
し
た
。

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
基
本
技
能

を
身
に
つ
け
、
練
習
の
工
夫
や
作

戦
の
立
て
方
な
ど
チ
ー
ム
競
技
の

楽
し
さ
を
味
わ
う
の
が
狙
い
。
生

徒
は
チ
ー
ム
で
話
し
合
い
な
が
ら

ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

１
年
国
語　

中
学
生
に
ス
マ
ホ
は
必
要
？

１
年
国
語　

中
学
生
に
ス
マ
ホ
は
必
要
？

３
年
保
健
体
育　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

３
年
保
健
体
育　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム

　嘉島中で公開授業
上益城郡教科等研究会

チームで話し合う３年生

「賛成」（左奥）と「反対」（右）に分かれて討論する１年生
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嘉
島
中
学
校
の
１
年
生
女
子
３
人

が
１
月
23
日
、
東
京
で
開
か
れ
た
第
16

回
全
国
中
学
生
創
造
も
の
づ
く
り
教
育

フ
ェ
ア
「
あ
な
た
の
た
め
の
お
べ
ん
と

う
」
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
主
催
の
「
全
日

本
中
学
校
技
術
・
家
庭
科
研
究
会
会
長

賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。
嘉
島
産
品
を

使
っ
て
「
嘉
島
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

昨
年
の
３
年
生
に
続
く
入
賞
で
す
。

　

３
人
は
、
川
上
真
奈
さ
ん
、
黒
木
結

愛
さ
ん
、
佐
藤
莉
々
花
さ
ん
。
大
会
は

特
定
の
人
に
作
る
お
弁
当
が
審
査
対

象
で
、
課
題
は
「
魚
を
使
っ
た
調
理
」。

昨
年
末
の
県
大
会
で
県
代
表
、
全
国
大

会
は
選
抜
20
チ
ー
ム
の
出
場
で
、
実
際

に
調
理
し
て
プ
レ
ゼ
ン
も
し
ま
し
た
。

　

弁
当
の
名
は
「
鮎
丸
ご
と
！
美
容
・

健
康
応
援
弁
当
」。
同
中
の
佐
伯
見
早

先
生
の
た
め
に
考
え
、
町
内
の
養
殖
場

の
鮎
や
特
産
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
大
豆
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
枝
豆
や
オ
ク
ラ
な

ど
を
使
用
。
鮎
の
甘
露
煮
、
ス
ー
プ
、

お
か
ら
サ
ラ
ダ
、
肉
巻
き
な
ど
に
仕
上

げ
ま
し
た
。

　

３
人
は
、「
少
し
失
敗
し
た
け
ど
入

賞
は
う
れ
し
い
。
来
年
は
頂
点
の
文
部

科
学
大
臣
賞
を
ね
ら
い
ま
す
」
と
元
気

よ
く
再
挑
戦
を
宣
言
し
て
い
ま
し
た
。

写真上： 左から、佐藤さん、黒木さん、
川上さん　

写真下：３人が作ったお弁当

全
国
中
学
生
お
べ
ん
と
う
コ
ン
ク
ー
ル

全
国
中
学
生
お
べ
ん
と
う
コ
ン
ク
ー
ル

嘉
島
産
活
用
で
見
事
入
賞

嘉
島
産
活
用
で
見
事
入
賞

嘉
島
中

嘉
島
中　　

川
上
・
黒
木
・
佐
藤

川
上
・
黒
木
・
佐
藤
さ
ん
さ
ん

　
「
全
員
合
格
を
！
」
―
嘉
島
町

商
工
会
の
女
性
部
（
上
田
け
い
子

部
長
）
有
志
が
「
合
格
ト
ン
ボ
」

を
12
月
18
日
、
同
青
年
部
（
西
岡

進
部
長
、
12
人
）
が
「
す
べ
ら
な

い
消
し
ゴ
ム
」
を
１
月
25
日
、
高

校
受
験
や
進
学
を
控
え
た
嘉
島
中

３
年
生
71
人
に
贈
り
ま
し
た
。

　

ト
ン
ボ
は
前
（
未
来
）
へ
飛
ん

で
後
ろ
（
過
去
）
へ
下
が
ら
な
い

こ
と
か
ら
「
合
格
」
の
思
い
を
託

し
て
い
ま
す
。
材
料
は
古
ネ
ク
タ

イ
で
、
長
さ
約
10
㌢
。
会
員
や
友

人
た
ち
か
ら
譲
り
受
け
、
丁
寧
に

仕
上
げ
ま
し
た
。
前
年
に
続
い
て

２
回
目
。
学
校
に
よ
る
と
、
前
年

は
全
員
合
格
し
た
と
の
こ
と
。

　

上
田
部
長
た
ち
が
、
代
表
の
白

神
嘉
也
生
徒
会
長
と
家
入
涼
奈
副

会
長
に
「
全
員
合
格
を
祈
り
ま

す
」
と
贈
り
ま
し
た
。

　
「
す
べ
ら
な
い
消
し
ゴ
ム
」
は
、

タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
製
。
タ
イ
ヤ
の

溝
を
刻
ん
で
あ
り
「
ハ
イ
グ
リ
ッ

プ
で
す
べ
ら
な
い
」
と
受
験
生
に

人
気
。
青
年
部
の
社
会
貢
献
活
動

の
一
環
と
し
て
贈
呈
を
発
案
。
な

か
な
か
手
に
入
ら
な
い
中
、
手
を

尽
し
て
購
入
、
袋
に
詰
め
ま
し
た
。

　

西
岡
部
長
が
、
代
表
の
福
岡
直

人
君
と
福
重
か
え
で
さ
ん
に
「
が

ん
ば
っ
て
」
と
手
渡
し
ま
し
た
。   

「すべらない消しゴム」を贈る西岡部長（右）

「合格トンボ」を贈る
上田部長（左から２人目）と田尻さん

「合格トンボ」

「すべらない消しゴム」

祈 贈嘉島中３年生
全 員 合 格！

 嘉島町商工会
女性部「合格トンボ」
青年部「すべらない消しゴム」
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ロ
ッ
ト
・
デ
ロ
ト
レ
先
生
が
参
加
。

児
童
は
自
己
紹
介
も
含
め
、
積
極

的
に
英
語
で
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

マ
ク
グ
ワ
ン
さ
ん
た
ち
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
特
徴
も
紹
介
。
児

童
は
熱
心
に
聴
き
入
り
、
盛
ん
に

質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
小
学
校
英
語
教
育

研
究
推
進
校
に
指
定
さ
れ
て
い
る

嘉
島
西
小
で
12
月
17
日
、
熊
本
在

住
の
外
国
人
を
交
え
た
国
際
交
流

会
が
開
か
れ
、
６
年
生
58
人
が
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

り
な
が
ら
、「
嘉
島
の
お
す
す
め
」

の
場
所
や
食
を
聞
い
た
り
説
明
し

た
り
し
ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

同
小
５
、
６
年
生
は
週
１
回
、
英

語
を
学
習
。
11
月
に
は
公
開
授
業

な
ど
の
研
究
発
表
も
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
マ
ー

テ
ィ
ン
・
マ
ク
グ
ワ
ン
さ
ん
や
キ
ル

ギ
ス
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
留
学

生
な
ど
４
人
と
Ａ
Ｌ
Ｔ
の
シ
ャ
ー

　

嘉
島
東
小
学
校
（
松
田
秀
喜
校

長
、
１
２
２
人
）
の
持
久
走
大
会

は
１
月
20
日
に
開
催
。
同
小
Ｐ
Ｔ

Ａ 

（
鋤
野
民
夫
会
長
）
役
員
が
安

全
を
見
守
り
、
保
護
者
が
盛
ん
に

声
援
を
送
る
な
か
、
児
童
は
自
己

記
録
の
更
新
を
目
指
し
て
力
走
し

ま
し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

コ
ー
ス
は
運
動
場
を
一
周
し
て

校
外
を
回
る
１
・
２
年
生
１
㌔
、

３
・
４
年
生
２
㌔
、
５
・
６
年
生

３
㌔
。
こ
の
日
は
青
空
が
見
え
、

と
き
ど
き
陽
が
さ
し
ま
し
た
が
、

寒
さ
は
厳
し
く
、
冷
え
込
み
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、
児
童
は
１
・
２

年
生
か
ら
順
に
男
女
別
に
元
気
よ

く
ス
タ
ー
ト
し
、
早
く
て
も
遅
く

て
も
一
生
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
学
校
挙
げ
て
の
恒
例
の

冬
の
行
事
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
鋤
野
会
長

た
ち
役
員
と
安
全
対
策
委
員
合
わ

せ
て
６
人
は
コ
ー
ス
の
要
所
に
黄

色
の
旗
を
持
っ
て
立
ち
、
児
童
の

安
全
を
確
保
。
沿
道
に
つ
め
か
け

た
大
勢
の
家
族
や
地
域
の
人
た
ち

は
「
も
う
少
し
」「
が
ん
ば
っ
て
」

と
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

早
く
て
も
遅
く
て
も
一
生
懸
命

 

嘉
島
東
小
持
久
走
大
会

外
国
人
と

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

 

嘉
島
西
小
６
年
生
国
際
交
流
会

　

嘉
島
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
（
一

野
恭
男
監
督
、
部
員
26
人
）
は
１

月
10
日
、
足
手
荒
神
に
初
詣
、
今

年
の
活
躍
を
祈
願
し
た
後
、
ご
み

拾
い
を
し
ま
し
た
。

　

嘉
島
西
小
学
校
か
ら
み
ん
な
で

走
っ
て
足
手
荒
神
に
初
詣
。
学
校

ま
で
の
帰
り
道
は
歩
き
な
が
ら
、

空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾
い
。
部
員

は
日
ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

人
た
ち
へ
の
感
謝
と
恩
返
し
の
気

持
ち
を
込
め
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に

ご
み
を
集
め
ま
し
た
。

　

学
校
で
は
練
習
で
汗
を
流
し
、

保
護
者
が
用
意
し
た
お
に
ぎ
り
と

豚
汁
を
お
い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

初
詣

活
躍
祈
願
と
ご
み
拾
い

 

嘉
島
西
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
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親
子
食
育
教
室
の
一
環
。
ヘ
ル

ス
メ
イ
ト
７
人
、
保
護
者
５
人
が

指
導
。
児
童
は
４
班
に
分
か
れ
て
、

サ
ツ
マ
イ
モ
の
皮
を
む
き
、
野
菜

を
き
ざ
み
、
ゆ
で
た
り
、
こ
し
た

り
、
焼
い
た
り
、
蒸
し
た
り
と
楽

　

嘉
島
東
小
学
校
５
年
生
19
人
は

12
月
21
日
、
町
食
生
活
改
善
推
進

員
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
や
保
護
者
の
助

け
を
借
り
な
が
ら
、
学
校
の
畑
で

作
っ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
で
、
い
き
な

り
団
子
と
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
自

分
た
ち
で
選
ん
だ
野
菜
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ス
ー
プ
作
り
に
挑
戦
、
お
い

し
く
で
き
ま
し
た
。

し
み
な
が
ら
も
一
生
懸
命
。
出
来

上
が
り
は
上
々
で
、
み
ん
な
で
お

い
し
く
食
べ
ま
し
た
。

　

嘉
島
幼
稚
園
（
岩
永
啓
次
園
長
、

98
人
）
で
１
月
15
日
、
鏡
開
き
が

あ
り
、
園
児
た
ち
は
職
員
手
作
り

の
ぜ
ん
ざ
い
と
お
赤
飯
を
食
べ
て
、

今
年
１
年
の
無
病
息
災
を
願
い
ま

し
た
。 

※
表
紙
参
照

　

ぜ
ん
ざ
い
に
入
っ
た
餅
は
年
少

の
た
ん
ぽ
ぽ
組
は
小
さ
め
、
年
長

の
さ
く
ら
組
は
大
き
め
。
何
回
も

お
か
わ
り
す
る
園
児
も
い
ま
し
た
。

　

上
六
嘉
公
民
館
で
１
月
20
日
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
し
て
い
る
上

六
嘉
粋
生
き
茶
論
の
皆
さ
ん
約
30

人
が
、
節
分
の
縁
起
物
の
恵
方
巻

き
（
巻
き
ず
し
）
を
作
っ
て
、
今

年
の
幸
運
を
願
い
ま
し
た
。

い
き
な
り
団
子
、
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
、
野
菜
ス
ー
プ

お
い
し
く
で
き
た
！

 

嘉
島
東
小
５
年
生

嘉
島
幼
稚
園

鏡
開
き

節
分
の
縁
起
物

恵
方
巻
き
作
り

（
巻
き
ず
し
）　　
　
　

 

上
六
嘉
粋
生
き
茶
論
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嘉
島
町
公
民
館
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
講
座

の
受
講
生
が
昨
年
暮
れ
、
今
年
の
干
支

の
申
年
に
ち
な
ん
だ
壁
掛
け
を
制
作
し

ま
し
た
。

　

同
講
座
は
牛
嶋
た
け
子
先
生
が
指
導
。

50
歳
代
か
ら
93
歳
ま
で
の
10
人
が
毎
月

２
回
、
手
提
げ
袋
や
ふ
と
ん
カ
バ
ー
な

ど
様
々
な
作
品
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

干
支
の
壁
掛
け
の
テ
ー
マ
は
「
見
ざ

る
言
わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
」
の
三
猿
。
デ

ザ
イ
ン
は
似
通
っ
て
い
ま
す
が
、
使
っ

た
端
切
れ
の
色
や
材
質
が
さ
ま
ざ
ま
で

猿
の
表
情
も
微
妙
に
違
う
た
め
、
個
性

豊
か
な
作
品
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　

か
し
ま
太
鼓
保
存
会
の
第
８
回
定
期
発
表
会
は

12
月
23
日
、
嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
ア
ク
ア
で
開

催
。
力
強
い
バ
チ
さ
ば
き
と
一
つ
に
な
っ
た
心
で

演
奏
さ
れ
る
和
太
鼓
の
音
が
ホ
ー
ル
に
響
き
渡
り

ま
し
た
。

　

保
存
会
は
35
人
。
発
表
は
２
部
構
成
。
第
１
部

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
「
舞
」
を
皮
切
り
に
、
水

の
郷
か
し
ま
を
思
わ
せ
る
「
湧
嘉
島
」
な
ど
５
曲
、

第
２
部
は
、
町
の
川
の
流
れ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
流
れ
」
な
ど
４
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

初
参
加
の
町
内
の
若
い
マ
マ
で
つ
く
る
「
マ

マ
ッ
ク
ス
ダ
ン
ス
」
も
登
場
。
ダ
ン
ス
や
歌
、
か

し
ま
太
鼓
と
の
コ
ラ
ボ
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

上
六
嘉
の
主
婦
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
の
中
田
愛
さ
ん
は
１
月
11
日
、

東
京
で
開
か
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
２
０
１
６
で
、
ベ

ス
ト
３
に
入
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
子
宮
外
妊
娠
の
疑
い
な
ど
の
困
難

を
乗
り
越
え
て
生
ま
れ
た
長
女
の
希
望

（
の
ぞ
み
）
ち
ゃ
ん
へ
の
熱
い
思
い
を
込

め
た
歌
が
審
査
員
の
心
に
響
き
ま
し
た
。

　

中
田
さ
ん
は
山
都
町
出
身
。
昨
年
結

婚
し
て
出
産
。
夫
の
実
家
に
住
ん
で
い

ま
す
。
独
身
の
こ
ろ
か
ら
作
詞
作
曲
し

た
歌
を
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
披
露
、
自
作

曲
の
Ｃ
Ｄ
も
制
作
。
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊

本
で
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

昨
年
５
月
に
宇
城
市
で
開
か
れ
た
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
に
出
場
し
て
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
に
。
全
国
大
会
は
、
昨
年
の
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
47
組
の
中
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
14

組
を
選
抜
し
ま
し
た
。

　

歌
っ
た
の
は
、
さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
作

詞
作
曲
の
「
い
の
ち
の
理
由
」。
宇
城
市

大
会
で
も
同
じ
曲
を
歌
い
、
そ
の
時
中

田
さ
ん
は
妊
娠
中
。
そ
の
後
11
月
に
無

事
出
産
し
ま
し
た
。
全
国
大
会
で
、
中

田
さ
ん
は
会
場
に
連
れ
て
い
っ
た
希
望

ち
ゃ
ん
を
見
つ
め
な
が
ら
、
愛
情
を
込

め
て
歌
い
上
げ
、

審
査
員
か
ら

「
人
に
聞
い
て

も
ら
え
る
（
す

ば
ら
し
い
）
声
」

と
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

中
田
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も

機
会
が
あ
れ
ば

歌
い
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

　　　　優秀賞トロフィーと希望ちゃん
　　　　を抱く中田さん

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
２
０
１
６

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
２
０
１
６

優
秀
賞
受
賞

優
秀
賞
受
賞  

中
田
中
田  

愛
さ
ん

愛
さ
ん
（
上
六
嘉
）

（
上
六
嘉
）

愛
娘
へ
の
思
い
を
込
め
て
熱
唱

愛
娘
へ
の
思
い
を
込
め
て
熱
唱

 ホールに響く か し ま 太 鼓
第８回定期発表会

パッチワーク講座の皆さん

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
で

申
年
の
壁
掛
け

嘉
島
町
公
民
館
講
座
受
講
生
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嘉
島
町
内
の
各
地
で
１
月
10
日
、

正
月
の
伝
統
行
事
・
ど
ん
ど
や
が

行
わ
れ
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
し
め
飾
り
を
火
に
投
じ
た

り
、
餅
を
焼
い
た
り
し
て
１
年
間

の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
会
や
親
子
会
、
地
区
、

隣
組
、
消
防
団
、
有
志
な
ど
で
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
ど
や

 
町
内
各
地

七
草
が
ゆ 
 

浮
島
神
社

　

浮
島
神
社
の
恒
例
の
七
草
が
ゆ

ま
つ
り
は
１
月
７
日
。
町
内
外
か

ら
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
大
勢
の

参
拝
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

七
草
は
地
元
の
子
ど
も
た
ち
が

５
日
に
神
社
近
く
で
摘
み
取
り
ま

し
た
。
地
元
井
寺
地
区
の
氏
子
た

ち
が
早
朝
か
ら
、
神
社
近
く
の
神

田
で
収
穫
さ
れ
た
赤
米
、
黒
米
な

ど
と
一
緒
に
２
つ
の
大
釜
で
約
千

人
分
を
調
理
、
参
拝
客
に
ふ
る
ま

い
ま
し
た
。
参
拝
客
は
寒
気
の
中
、

湯
気
を
上
げ
る
熱
い
か
ゆ
を
ゆ
っ

く
り
と
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

上
六
嘉
中
郡
地
区
は
毎
年
、
ど

ん
ど
や
の
日
に
合
わ
せ
、
上
組
、

下
組
に
分
か
れ
て
綱
引
き
を
し
ま

す
。
今
年
は
１
月
10
日
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
の
に
ぎ

や
か
な
綱
引
き
で
し
た
。

正
月
の
綱
引
き

 

上
六
嘉
中
郡
地
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○この予定表は、主催者の都合により変更される場合があります。　詳細はお問い合わせください。
○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況は、嘉島町ホームページ（公共施設→公共施設紹介→嘉島町総合運動公園）でご覧になれます。

各種大会等予定 

　

ハ
タ
ノ
綜
合
印
刷
株
式
会
社

（
毛
利
吉
文
社
長
）
の
新
社
屋
・

新
工
場
が
完
成
、
落
成
披
露
見
学

会
が
１
月
21
日
、
下
仲
間
の
現
地

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ

る
酒
や
し
ょ
う
ゆ
瓶
の
ラ
ベ
ル
印

刷
が
主
力
で
、
熊
本
市
上
熊
本
か

ら
業
務
拡
大
を
目
指
し
て
進
出
。

　

本
社
・
工
場
は
平
屋
建
て
３
３

６
０
平
方
㍍
、
敷
地
面
積
は
約
７

６
５
０
平
方
㍍
。
工
場
内
は
湿
度

や
空
気
清
浄
度
を
一
定
に
保
ち
、

最
新
・
特
殊
な
機
械
を
装
備
。

　

子
ど
も
会
な
ど
町
民
の
工
場
見

学
も
随
時
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
☎
２
３
５－

６
４
３
３

見学も随時受け入れているハタノ綜合印刷の
新社屋・新工場

ハ
タ
ノ
綜
合
印
刷
㈱

新
社
屋
・
新
工
場
落
成

見
学
随
時
受
け
入
れ

寒風のなか元気にプレーする参加者

　

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
は
12
月
17

日
、
高
田
み
ん
な
の
広
場
公
園
で

開
催
。
冷
た
い
風
が
吹
き
つ
け
る

中
、
１
２
８
人
が
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ

の
プ
レ
ー
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

中
島
敬
也
会
長
が
「
元
気
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」、
荒
木
町
長
が

「
寒
く
な
り
ま
し
た
が
元
気
に
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

始
打
式
の
あ
と
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
16
ホ
ー
ル
で
腕
前
を
競
い

ま
し
た
。

　
「
久
し
振
り
な
」「
元
気
な
」
な

ど
和
気
あ
い
あ
い
の
プ
レ
ー
の
中
、

18
人
が
20
個
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

を
達
成
。
田
中
榮
治
さ
ん
（
下
六

嘉
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

２
〜
５
位
は
次
の
通
り
で
す
。

　

▽
２
位　

奥
村
一
紀
さ
ん
（
下

仲
間
）
▽
３
位　

宮
田
充
子
さ
ん

（
滝
河
原
）
▽
４
位　

石
嶋
孝
子

さ
ん
（
北
甘
木
）
▽
５
位　

牛
嶋

敬
子
さ
ん
（
同
）

冷
た
い
風
に
も
負
け
ず
！

〝
ハ
ツ
ラ
ツ
〞
プ
レ
ー

嘉
島
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

嘉島町総合運動公園
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《
２
〜
3
月
の
休
館
日
》

2
月　

15
、　

22
、
29
日

3
月　

7
、
14
、
22
、
28
日

※
休
館
日
も
会
館
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

は
利
用
で
き
ま
す
。

☆
貸
出
は
２
週
間
。
み
ん
な
の
た

め
に
返
却
日
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

《
お
は
な
し
会
》

　

3
月
9
日
の
15
時
半
か
ら
読
み

聞
か
せ
の
部
屋
で
。参
加
無
料

嘉  島  町  民  会  館

図
書
室
か
ら

開
館
日　

火
曜
日
〜
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　
９
時
〜
17
時

休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
時
は
翌

日
）・
12
月
28
日
〜
１
月
３
日

☎
２
３
７

－

０
０
５
８

○お問い合わせ先：教育委員会　☎237－0058
○予約状況等は、嘉島町ホームページ（公共施設→嘉島町民会館）でご覧になれます。

ホール「アクア」催物案内 平成28年1月29日現在
月 日 曜 ホール催し物 開演時間 入場料 主催者（問い合わせ先）

2

14 日 第3回スタインウェイ・コンクール in Japan
熊本地区審査・受賞者コンサート 14:00 無料 古城ピアノ社　 ☎ 384‒9643

21 日 嘉島幼稚園生活発表会 9:00 － 嘉島幼稚園　  ☎ 237‒5210

27 土 発表会「春を待つよい子の集い」 13:00 － YMCA水前寺幼稚園　 ☎ 362‒4141

28 日 アンパンマン交通安全キャラバン
11:00

無料

事前申込が必要です　　　　　　
JAかみましき
　　　　　☎ 234‒5227（共済部）　
　　　　　☎ 237‒0004（嘉島支所）14:00

3

5 土 家族コーラス「左座家」第 3回コーラス 13:30 1,000 円 左座（ぞうざ）　 ☎ 234‒2162
6 日 やまなみこども園発表会 9:00 － やまなみこども園　 ☎ 369‒1866

13 日 ダンス発表会 13:30 2,500 円 STUDIO BAILAS KUMAMOTO            
  ☎ 343‒712818:00

20 日 古城楽器発表会 11:00 無料 古城楽器　  ☎ 384‒964315:00

　

じ
い
ち
ゃ
ん
の
危
篤
の
知
ら
せ

で
主
人
公
が
東
京
か
ら
熊
本
へ

帰
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
徘
徊
を
く
り
か
え
す
認

知
症
の
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
再
会

し
て
か
ら
の
お
は
な
し
。

　

こ
の
世
の
見
方
を
変
え
た
ら
、

ど
れ
ほ
ど
心
ゆ
た
か
に
広
く
や
さ

し
く
、
そ
し
て
楽
し
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
教
え
て
く
れ
る

す
ば
ら
し
い
作
品
で
す
。

　

ひ
と
り
で
も
多
く
の
ひ
と
に
読

ん
で
と
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
坂
口
さ
ん
は
熊
本
県
出
身
。「
家

族
の
哲
学
」
で
熊
日
文
学
賞
受
賞
。

「
徘
徊
タ
ク
シ
ー
」
は
三
島
由
紀
夫

賞
候
補
。
図
書
室
に
は
「
Ｔ
Ｏ
Ｋ

Ｙ
Ｏ　

０
円
ハ
ウ
ス
０
円
生
活
」

（
河
出
文
庫
）、「
ズ
ー
ム
イ
ン
服
！
」

（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）
も
あ
り
ま
す
。

おすすめ本
犬の掟
 佐々木譲
痛みの道標
 古内一絵
Ａではない君と
 薬丸岳
ぼくは明日、昨日のきみとデートする
 七月隆文
ちょっと今から仕事やめてくる
 北川恵海
第２図書係補佐
 又吉直樹
矢嶋楫子の生涯と時代の流れ
 斎藤省三
超一流の雑談力
 安田正
新しい道徳「いいことをすると気持ちが
いい」のはなぜか 北野武
コレステロールが下がる新ワザ52
 横手幸太郎　監修

月神の統べる森で
 たつみや章　作　東逸子・絵
たれ耳おおかみのジョン
 作・きむらゆういち　絵・高畠邦生
おとのさまのじてんしゃ
 中川ひろたか・作　田中六大・絵
わけありリンゴのアップルパイ
 作　あさいゆうこ　　絵　あべまれこ
りゆうがあります
 ヨシタケシンスケ
ええところ 作　くすのきしげのり
 絵　ふるしょうようこ
おどれ！ひなまつりじま
 垣内磯子　作　松成真理子　絵
やさいさん
 さく　tupera tupera
ガオー！ガ王のキバがおれたわけ
 河地和一げんさく・え　村井健太郎ひょうし・え
 Jeremy Williamsやく　木下真弓ぶん
 オハナシマンきょうりょく

「
徘
徊
タ
ク
シ
ー
」

坂
口　

恭
平

新
潮
社

田
中 

英
治
さ
ん
（
高
田
）
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嘉島町消防団員募集
　嘉島町消防団は若い新入団員を募集しています。毎年２月から３月にかけて、各地域の消防団員
が勧誘にお伺いします。消防団は地域の若者同士が楽しく集う場であり、災害対応のノウハウを培
う場でもあります。積極的に消防団に入団し、皆さんが住んでいらっしゃる地域のために貢献しま
しょう！　また、各地域の取り決めにより、入団されない場合、地域のために消防団活動をしてい
る方との不公平をなくすため、協力金をいただく場合がありますのでご了承ください。

消防団は地域のもっとも身近なボランティア！

　消防団というのは、皆さんがすぐに思い浮かべる消防署や消防庁といった組織とは違い、ごく普
通の社会人や学生さんが“自分たちのまちを、自分たちで守りたい”というココロで消防活動をし
ている団体です。

なぜ消防団が必要なのか？

　けたたましく鳴り響くサイレンの音を聞いたら…。そこには、火事の中で、炎に包まれ途方にく
れている人がいるのかも知れません。その人は誰かの大切な家族であり、友人であり、恋人である
はずです。助けに来てくれる人は少ないかもしれません。さあ、あなたの出番です。“地域のこと
をよく知っている”消防団”は、地域に密着した効果的な消火・救助活動を行うことができます。

消防団員の処遇と任務は？

　消防団員は非常勤特別職の地方公務員として処遇されます。

入 団 資 格 ・嘉島町に居住し、又は勤務する方
・年齢 18 歳以上の方

入団後の待遇
・ 消防活動中、負傷した場合の補償制度があり
ます。
・ 消防団活動に必要な制服などが貸与されます。

消防団の任務

平　 常　 時

・火災予防運動（巡回広報、一人暮らし老人宅調査等）
・警備警戒活動（年末警戒等）
・教育訓練活動（出初式、規律訓練、操法訓練等）
・消防機械器具等の点検、整備

災　 害　 時

・火災（建物火災、枯草火災、車両火災等）
・風水害（台風、集中豪雨、洪水）
・地震
・その他（人命救助、避難誘導、行方不明者捜索等）

その他の活動
消防防災活動だけでなく、地元の祭り等にも参加しています。
※ 消防音楽隊は、出初式や消防点検、その他消防啓発のため、
積極的に地域のイベントに参加しています。

消防音楽隊の隊員も募集しています！

　吹奏楽等の経験、性別、年齢は問いませんので、興味のある方はお問い合わせください。

　　　　－入団に関してのお問い合わせ先－
　　　　　　　　　　　　　嘉島町役場総務課　消防担当まで　☎２３７－１１１２
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〒
８
６
１－

３
１
９
２

　
　

嘉
島
町
上
島
５
４
５
番
地

　
　
　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集

○
募
集
人
数　

１
人

○
業
務
内
容　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務

○
条
件　

介
護
支
援
専
門
員
の
資
格
を

有
し
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ

ル
等
）
で
一
定
の
入
力
作
業
が
で
き
、

普
通
自
動
車
の
免
許
を
お
持
ち
の
方

○
任
用
期
間　

平
成
28
年
４
月
１
日
〜

平
成
29
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日
の
８
時
半

〜
17
時
15
分

○
選
考
方
法　

書
類
審
査
及
び
面
接

○
応
募
方
法　

写
真
を
貼
っ
た
履
歴
書

（
市
販
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

申
込
先
ま
で
持
参
か
郵
送

○
申
込
受
付
期
間

　

２
月
15
日
（
月
）
〜
２
月
26
日
（
金
）

※
８
時
半
〜
17
時
15
分
ま
で
。
土
・
日

除
く
。
郵
送
は
２
月
26
日
消
印
有
効

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〒
８
６
１－

３
１
０
６

　

嘉
島
町
上
島
５
５
１
番
地

　
　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
２
３
７－

２
９
８
１

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　
　

〒
８
６
１－

３
１
９
２

　
　

嘉
島
町
上
島
５
４
５
番
地

　
　
　
　

嘉
島
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

０
０
５
８

埋
蔵
文
化
財
整
理
作
業
員

○
募
集
内
容
・
人
員

・ 

１
次
整
理
（
出
土
遺
物
の
注
記
・
接

合
作
業
）　　

　
　
　
　
　
　

５
人

・ 

２
次
整
理
（
報
告
書
掲
載
遺
物
の
実

測
作
業
・
製
図
作
業
）　　

　

２
人

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

〜
平
成
28
年
９
月
30
日

　
　
　
　
　
　
（
更
新
の
可
能
性
あ
り
）

○
勤
務
時
間　

９
時
〜
17
時

　
　
　
　
　
　
　

※
月
14
日
程
度

○
賃
金　

日
額
５
６
０
０
円

　
　
　
（
１
時
間
あ
た
り
８
０
０
円
）

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
に
設
置
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
先

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

２
月
15
日
（
月
）
〜
３
月
４
日
（
金
）

※
持
参
は
土
・
日
を
除
く
８
時
半
か
ら

17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
は
３
月
４
日

（
金
）
の
消
印
有
効

【
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

嘉
島
町
非
常
勤
職
員
募
集

埋
蔵
文
化
財
調
査
員

○
募
集
人
員　

１
人

○
職
務
内
容　

　

発
掘
調
査
の
指
揮･

監
督
の
補
佐

○
任
用
予
定
期
間

　

平
成
28
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

〜
平
成
29
年
３
月
31
日

○
勤
務
時
間　

８
時
半
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　

※
週
29
時
間
以
内

○
報
酬　

日
額
１
１
８
７
２
円

　
　
　
（
１
時
間
あ
た
り
１
５
３
１
円
）

○
応
募
要
件

▼
学
校
教
育
法
に
定
め
る
大
学
又
は
大

学
院
で
考
古
学
の
専
門
課
程
を
修
め
卒

業
し
た
人
、
又
は
同
様
の
技
術
・
知
識

を
有
す
る
人　

▼
１
つ
の
遺
跡
に
３
週

間
以
上
従
事
し
た
経
験
が
２
遺
跡
以
上

あ
る
人　

▼
普
通
自
動
車
免
許

○
選
考
方
法

　

書
類
審
査
の
後
、
面
接
に
よ
り
選
考

○
応
募
方
法

　

嘉
島
町
教
育
委
員
会
に
設
置
の
応
募

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
応
募
先

ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間

　

２
月
15
日
（
月
）
〜
３
月
４
日
（
金
）

※
持
参
は
土
・
日
を
除
く
８
時
半
か
ら

17
時
15
分
ま
で
。
郵
送
は
３
月
４
日

（
金
）
の
消
印
有
効

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立

に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
は
、
町
の
ス

ポ
ー
ツ
環
境
等
の
充
実
や
町
民
の
健

康
・
体
力
づ
く
り
、
青
少
年
の
健
全

育
成
な
ど
を
目
的
と
し
て
設
立
し
、

４
月
か
ら
活
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
日
時

　

２
月
21
日
（
日
）
９
時
〜

○
会
場　

嘉
島
町
民
体
育
館

○ 

内
容　

ク
ラ
ブ
設
立
の
目
的
や
経

緯
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
に
つ
い
て

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ
設
立

　

準
備
委
員
会
（
教
育
委
員
会
内
）

☎
２
３
７－

０
０
５
８

E
-m
ail

：sougougata@
outlook.jp

嘉
島
町
総
合
型
地
域
ク
ラ
ブ

設
立
説
明
会
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月
１
日
生
ま
れ
（
20
歳
に
な
る
ま
で
の

間
）
の
方
で
接
種
が
済
ん
で
い
な
い
方

も
定
期
接
種
（
無
料
）
と
し
て
接
種
が

可
能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
・
大
腸

が
ん
検
診
は
お
済
み
で
す
か
？

　

対
象
者
に
は
昨
年
６
月
、
健
診
費
用

が
無
料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
（
大
腸
が

ん
検
診
対
象
者
に
は
通
知
）
と
検
診
手

帳
（
20
・
40
歳
の
み
）
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　

受
診
期
間
は
、
２
月
29
日
ま
で
で
す
。

受
診
で
き
る
の
は
対
象
と
な
っ
た
年
度

限
り
で
、
期
間
を
過
ぎ
る
と
受
診
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
受
診

く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
平
成
27
年
４
月

１
日
現
在
で
次
の
年
齢
に
該
当
す
る
方

で
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診

　

40
歳
（
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
50
年

４
月
１
日
生
）・
45
歳
（
昭
和
44
年
４

月
２
日
〜
45
年
４
月
１
日
生
）・
50
歳

（
昭
和
39
年
４
月
２
日
〜
40
年
４
月
１

日
生
）・
55
歳
（
昭
和
34
年
４
月
２
日

〜
35
年
４
月
１
日
生
）・
60
歳
（
昭
和

29
年
４
月
２
日
〜
30
年
４
月
１
日
生
）

○
乳
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

事
務
局
職
員
募
集

○
募
集
職
種　

行
政
職
（
大
卒
程
度
）

○
募
集
人
数　

１
人
程
度

○
受
験
資
格
（
い
ず
れ
か
の
該
当
者
）

① 

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

② 

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
者
で
学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学

（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
又
は

平
成
28
年
３
月
末
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
者
（
市
町
村
総
合
事
務
組
合
長

が
同
等
と
認
め
る
者
を
含
む
）

○
申
込
受
付　

２
月
19
日
（
金
）
ま
で

※
８
時
半
〜
17
時
ま
で
。
土
・
日
、
祝

日
除
く
。
郵
送
は
２
月
19
日
消
印
有
効

○
試
験
日

・
１
次
試
験　

２
月
28
日
（
日
）

・
２
次
試
験　

３
月
15
日
（
火
）

○
試
験
地　

熊
本
県
市
町
村
自
治
会
館

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

熊
本
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

　

総
務
課　

☎
３
６
８－

０
０
１
１

〒
８
６
２－

０
９
１
１

　

熊
本
市
東
区
健
軍
２
丁
目
４
番
10
号

予
防
接
種
・
健
康

成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　

接
種
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

対
象
者
に
は
４
月
下
旬
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
接
種
が
お
済
み
で
な

い
方
は
、
通
知
を
町
内
指
定
医
療
機
関

へ
持
参
し
て
接
種
し
て
下
さ
い
。

○
個
人
負
担
金　

　

２
０
０
０
円
（
町
内
指
定
医
療
機
関

で
接
種
す
る
場
合
に
限
る
）

○
対
象
者

・ 

65
歳
（
昭
和
25
年
４
月
２
日
〜
昭
和

26
年
４
月
１
日
生
）

・ 

70
歳
（
昭
和
20
年
４
月
２
日
〜
昭
和

21
年
４
月
１
日
生
）

・ 

75
歳
（
昭
和
15
年
４
月
２
日
〜
昭
和

16
年
４
月
１
日
生
）

・ 
80
歳
（
昭
和
10
年
４
月
２
日
〜
昭
和

11
年
４
月
１
日
生
）

・ 

85
歳
（
昭
和
５
年
４
月
２
日
〜
昭
和

６
年
４
月
１
日
生
）

・ 

90
歳
（
大
正
14
年
４
月
２
日
〜
大
正

15
年
４
月
１
日
生
）

・ 

95
歳
（
大
正
９
年
４
月
２
日
〜
大
正

10
年
４
月
１
日
生
）

・ 

１
０
０
歳
（
大
正
４
年
４
月
２
日
〜

大
正
５
年
４
月
１
日
生
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

じ
ん
臓
又
は
呼
吸
器
の
機
能
に
自
己
の

身
辺
の
日
常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方
及
び

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫

の
機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可

能
な
程
度
の
障
害
を
有
す
る
方

※
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
対
象
者
は
役

場
で
手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場
町
民
課

保
健
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

定
期
接
種
の
接
種
機
会
は
生
涯
を
通

じ
て
１
回
の
み
で
す
。
期
日
内
に
接
種

さ
れ
な
い
と
全
額
自
己
負
担
で
の
接
種

と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係　
　
　
　

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

日
本
脳
炎
予
防
接
種

　

接
種
期
間
は
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

対
象
者
に
は
５
月
下
旬
に
通
知
し
て
い

ま
す
の
で
、
ま
だ
接
種
が
お
済
み
で
な

い
方
は
町
内
指
定
医
療
機
関
で
接
種
し

て
下
さ
い
。
な
お
、
期
間
内
に
接
種
さ

れ
な
い
と
任
意
接
種
と
な
り
全
額
自
己

負
担
で
の
接
種
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

○
対
象
者

・
１
期
初
回
（
２
回
）

　
 

平
成
23
年
４
月
２
日
〜
平
成
24
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
１
期
追
加
（
１
回
）

　

 
平
成
22
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

・
特
例
措
置

　

 

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
平
成
７
年
４
月
２
日
〜
平
成
19
年
４
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○
日
時　

２
月
13
日
（
土
）　

　

 

▽
受
付
12
時
15
分
〜
▽
が
ん
サ
ロ
ン

12
時
半
〜
13
時
20
分
▽
講
演
会
13
時

半
〜
15
時

○
場
所　

矢
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
千

　

寿
苑
（
山
都
町
下
市
33－

１
）

○ 

基
調
講
演　
「
女
性
の
か
ら
だ
と
コ

コ
ロ
の
話
を
し
ま
せ
ん
か
。」

　

 

講
師　

Ｋ
Ｋ
Ｔ
く
ま
も
と
県
民
テ
レ

ビ　

村
上　

美
香　

氏

　

上
益
城
郡
の
が
ん
検
診
受
診
状
況
と

山
都
町
の
が
ん
検
診
の
取
り
組
み
や
み

ふ
ね
が
ん
サ
ロ
ン
「
い
き
い
き
茶
論
」

の
紹
介
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

微
小
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の
お
知
ら
せ

　

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）

に
関
す
る
情
報
は
昨
年
ま
で
、
県
の
速

報
値
を
毎
日
、
防
災
無
線
と
防
災
メ
ー

ル
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し
た
が
、
注

意
が
必
要
と
さ
れ
る
１
時
間
平
均
値
70

μ
ｇ
／
㎥
を
超
え
る
日
が
少
な
い
た
め
、

今
年
は
嘉
島
町
を
含
む
県
央
地
域
に
注

意
喚
起
が
出
さ
れ
た
時
だ
け
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。
た
だ
し
、
防
災
無
線
の

放
送
は
午
前
10
時
以
降
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
県
及
び
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

40
歳
（
昭
和
49
年
４
月
２
日
〜
50
年

４
月
１
日
生
）

○
子
宮
頸
が
ん
検
診
（
女
性
の
み
）

　

20
歳
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜
７
年

４
月
１
日
生

※
こ
の
事
業
は
、
嘉
島
町
が
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
大
腸
が
ん
・
乳
が
ん
・
子

宮
頸
が
ん
）
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
検

診
手
帳
と
検
診
費
用
が
無
料
に
な
る

ク
ー
ポ
ン
券
等
を
送
付
し
、
が
ん
検
診

の
受
診
促
進
や
が
ん
の
早
期
発
見
と
正

し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
な
ど
を
行

う
国
の
補
助
事
業
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

「
膝
・
腰
の
痛
み
ス
ッ
キ
リ
教
室
」

参
加
者
募
集

　

日
頃
の
生
活
の
中
で
手
軽
に
で
き
て
、

足
・
腰
の
筋
肉
や
体
幹
の
筋
肉
を
増
や

す
こ
と
の
で
き
る
運
動
を
行
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
、
体
力
の
維
持
・
増
進
、

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
に

効
果
的
な
運
動
を
身
に
付
け
て
、
楽
し

く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

　

冬
太
り
を
解
消
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
ア
ナ
タ
!!
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
対
象　

嘉
島
町
に
お
住
い
で
75
歳
ま

で
の
軽
い
運
動
が
可
能
な
方
。

○
募
集
人
数　

20
人
程
度

※
で
き
れ
ば
３
回
と
も
ご
参
加
く
だ
さ

い○
日
程　

①
2
月
24
日
（
水
）
②
3
月

2
日
（
水
）
③
3
月
11
日
（
金
）

　

※
い
ず
れ
も
14
時
〜
15
時
半

○
会
場　

嘉
島
町
保
健
セ
ン
タ
ー　

○
内
容　

有
酸
素
運
動
や
筋
ト
レ
な
ど

○
参
加
料　

無
料

○
申
込
締
め
切
り　

2
月
19
日
（
金
）

※
予
定
人
数
と
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い

【
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先 

】

　
　

役
場
町
民
課
保
健
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

上
益
城
地
域
が
ん
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　

in
や
ま
と

　

い
ま
、
日
本
で
は
３
人
に
１
人
が

「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
熊
本

県
の
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
死
因
の
第

１
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
は
、
症
状
が
無
く
て
も
定
期
的
に

健
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
が
、

が
ん
検
診
の
受
診
率
は
、
熊
本
県
で
は

約
45
％
と
未
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
が
ん
検
診
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
の
普
及
と
が
ん
検
診
受
診
啓

発
を
目
的
に
次
の
通
り
、
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
Ｐ
）
で
１
時
間
ご
と
の
速
報
値
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

《
嘉
島
町
Ｈ
Ｐ
》「
く
ら
し
」
↓
「
暮
ら

し
」
↓
「
環
境
・
ペ
ッ
ト
」
↓
微
小
粒

子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・
５
）
の
大
気
環

境
状
況

《
本
県
Ｈ
Ｐ
》「
く
ら
し
・
環
境
」
↓
Ｐ

Ｍ
２
・
５
（
微
小
粒
子
状
物
質
）
に
係

る
お
知
ら
せ

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

☎
２
３
７－

２
６
１
９

飲
料
水
の
水
質
検
査

　

嘉
島
町
は
、
家
庭
用
飲
料
水
の
水
質

検
査
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
の
井
戸
水
が
飲
料
水
と
し
て

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
検
査
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

検
査
は
、
検
査
業
者
が
訪
問
し
て
採

水
、
そ
の
結
果
が
後
日
郵
送
さ
れ
ま
す
。

　

検
査
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
検
査
費
用

　

11
項
目　

３
２
４
０
円
程
度

※
項
目
数
等
で
費
用
額
が
異
な
り
ま
す
。

○
補
助
金
の
額

　

検
査
費
用
の
２
分
の
１
（
百
円
未
満

切
り
捨
て
）
後
日
交
付
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係
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年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
は
、

経
過
措
置
と
し
て
引
き
続
き
交
付
対
象

者
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

子
育
て

児
童
手
当
（
２
月
期
）
を

振
り
込
み
ま
し
た

　

平
成
27
年
10
月
分
〜
平
成
28
年
１
月

分
の
児
童
手
当
は
、
２
月
10
日
（
水
）

に
そ
れ
ぞ
れ
ご
希
望
の
金
融
機
関
口
座

に
振
り
込
み
ま
し
た
。

　

例
年
通
り
、
保
育
料
の
未
納
が
あ
る

方
は
窓
口
払
い
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

幼
光
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

３
月
17
日
（
木
）
10
時
〜
11
時
半

○
場
所　

幼
光
保
育
園　

　
　
　
　

本
園
舎
及
び
第
２
園
舎

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
を
し
、
当
日
は
必

ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
６
１
９

オ
ス
ト
メ
イ
ト
医
療
相
談
会

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・
人
工

膀
胱
造
設
者
）
の
方
お
よ
び
ご
家
族
の

方
を
対
象
に
、
ス
ト
ー
マ
ケ
ア
（
人
工

肛
門
な
ど
の
手
入
れ
の
仕
方
）
な
ど
に

つ
い
て
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
会
は
、
県
の
委
託
を
受
け

た
（
公
社
）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊

本
県
支
部
が
社
会
適
応
訓
練
事
業
と
し

て
、
県
内
７
ブ
ロ
ッ
ク
で
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　

２
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
半
〜
15
時
半

○ 

場
所　

熊
本
再
春
荘
病
院
内
（
菊
池

郡
合
志
市
須
屋
２
５
６
９
）

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会
熊
本
県
支
部

　
　
　
　
　

☎
３
８
４－

１
０
１
２

ス
ポ
ー
ツ

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団
は
、
高
齢

者
の
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
を
目
的

に
、
第
28
回
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流

大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
愛
好

家
の
方
、
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

○
競
技
種
目　

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、

テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ
タ
ン
ク
、

ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、
弓
道
、
剣

道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
な
ぎ
な

た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ

○
競
技
会
場　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公

園
ほ
か
４
会
場

○
日
程　
５
月
11
日
（
水
）
〜
20
日
（
金
）

○
参
加
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
平
成

29
年
４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
方

（
昭
和
32
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）
※
健
康
マ
ラ
ソ
ン
女
子
は
50
歳

代
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。

○
参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
７
百
円
。

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

○
募
集
期
間　

２
月
22
日
（
月
）
〜
３

月
22
日
（
火
）

○
申
込
方
法　

役
場
町
民
課
又
は
教
育

委
員
会
設
置
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

　
　

生
き
が
い
推
進
課

　
　
　
　
　

☎
３
５
４－

３
１
０
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
28
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
の

加
入
受
付
が
３
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

万
一
の
ケ
ガ
や
賠
償
責
任
に
備
え
て
加

入
し
ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活
動
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を
行
う
４

人
以
上
の
団
体
で
加
入
で
き
、
加
入
団

体
で
の
活
動
中
や
団
体
活
動
へ
の
往
復

中
の
事
故
を
補
償
し
ま
す
。

　

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
・
突
然

死
葬
祭
費
用
保
険
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た

保
険
で
、
掛
金
は
中
学
生
以
下
の
子
ど

も
が
年
額
８
０
０
円
〜
、
高
校
生
以
上

の
大
人
に
つ
い
て
は
活
動
内
容
に
よ
っ

て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

　
　
　
　
　

☎
２
１
３－

９
０
１
５

優
待
券

平
成
28
年
度
嘉
島
町
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車
券

　

嘉
島
町
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
優
待
乗
車

券
の
交
付
は
４
月
上
旬
の
予
定
で
す
。

交
付
対
象
者
に
は
３
月
上
旬
に
通
知
予

定
で
す
。

《
交
付
対
象
者
》

　

平
成
27
年
度
か
ら
「
嘉
島
町
に
居
住

す
る
75
歳
以
上
の
方
」
と
な
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
平
成
26
年
４
月
１
日
時

点
で
70
歳
以
上
で
あ
っ
た
方
（
昭
和
19
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消
費
生
活
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
に
向
け
て
、

消
費
生
活
相
談
員
が
無
料
相
談
を
受
け

て
い
ま
す
。

　

第
１
、
３
火
曜
日
に
は
、
無
料
法
律

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

月　

益
城
町　

☎
２
８
２－

３
１
１
１

火　

御
船
町　

☎
２
８
２－

１
１
１
１

水　

嘉
島
町　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

木　

甲
佐
町　

☎
２
３
４－

３
２
２
３

金　

山
都
町

　
　

☎
０
９
６
７－

７
２－

３
１
３
３

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
１
１
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

に
変
更
が
あ
っ
た
方
へ

　

平
成
27
年
10
月
５
日
か
ら
平
成
27
年

12
月
31
日
に
転
入
・
転
居
や
婚
姻
・
離

婚
な
ど
に
よ
り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知

カ
ー
ド
の
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
方
は
、

通
知
カ
ー
ド
の
下
の
部
分
の
「
個
人
番

号
カ
ー
ド
申
請
書
」
も
変
更
に
な
り
ま

す
の
で
、
役
場
町
民
課
戸
籍
係
で
変
更

後
の
申
請
書
の
発
行
手
続
を
行
っ
て
下

さ
い
。

　

変
更
前
の
申
請
書
で
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
を
申
請
し
た
場
合
、
無
効
と

な
り
、
申
請
し
な
お
し
に
な
る
恐
れ
が

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
に
つ
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

幼
光
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
０
６
０
１

嘉
島
保
育
園
で
園
庭
開
放

○
日
時

　

３
月
３
日
（
木
）
９
時
半
〜
11
時
半

○
場
所　

嘉
島
保
育
園　

※
当
日
は
保
育
園
で
開
催
さ
れ
る
「
ひ

な
ま
つ
り
会
」
の
見
学
も
で
き
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
前
日
ま

で
に
保
育
園
へ
予
約
を
し
、
当
日
は
必

ず
保
護
者
同
伴
で
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
事
故
等
が
発
生
し
た

場
合
、
す
べ
て
保
護
者
の
責
任
と
な
り

ま
す
の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

園
庭
開
放
だ
け
で
な
く
、
個
別
の
園

見
学
に
つ
い
て
も
随
時
受
け
付
け
て
お

り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先
】

　
　

嘉
島
保
育
園

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

１
０
１
６

※
そ
の
他
子
育
て
に
関
す
る
こ
と
は

　
　

役
場
町
民
課
福
祉
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
６

相　

談　
心
配
ご
と
相
談

　

ど
ん
な
小
さ
な
事
で
も
結
構
で
す
。

秘
密
は
、
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
料
は
、
無
料
で
す
。

○
次
の
相
談
日
お
よ
び
相
談
員

　

２
月
24
日
（
水
）　

弁
護
士

　

３
月
23
日
（
水
）　

弁
護
士

※
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、
必
ず
電
話

で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

定
員
（
原
則
４
名
）
に
な
り
次
第
、

締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所　

嘉
島
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
相
談
時
間　

13
時
半
〜
15
時
半

　
　
　
　
　
　
（
１
人
30
分
以
内
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
９
８
１

あ
な
た
を
守
る
！
消
費
生
活
相
談

　

上
益
城
広
域
消
費
生
活
相
談
室
は
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
、
県
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
ロ
ー
ン
の
契
約
問

題
、
商
品
、
サ
ー
ビ
ス
購
入
問
題
な
ど
、

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の

受
取
に
つ
い
て

　

嘉
島
町
に
住
民
票
が
あ
る
方
で
、
郵

便
局
の
保
管
期
間
を
過
ぎ
た
た
め
に
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
役
場
町
民
課

戸
籍
係
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

　

受
け
取
り
の
際
に
は
免
許
証
な
ど
の

本
人
が
確
認
で
き
る
物
（
顔
写
真
が
な

い
物
は
２
種
類
必
要
）
と
印
鑑
を
持
参

し
て
下
さ
い
。
本
人
が
来
ら
れ
な
い
場

合
は
代
理
の
方
へ
も
お
渡
し
で
き
ま
す

が
、
委
任
状
と
代
理
人
の
身
分
証
明
証

が
必
要
で
す
。

個
人
番
号
カ
ー
ド

の
受
取
に
つ
い
て

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
記
載
さ
れ
て
い
る
写
真
つ
き
カ
ー

ド
）
の
申
請
を
さ
れ
た
方
へ
は
、
役
場

に
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
届
い
た
方
か
ら

順
番
に
郵
便
は
が
き
で
通
知
を
し
ま
す
。

は
が
き
の
記
載
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ

き
、
必
要
書
類
を
持
参
の
上
、
役
場
町

民
課
戸
籍
係
で
お
受
け
取
り
下
さ
い
。

※
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
際

に
は
パ
ス
ワ
ー
ド
の
入
力
や
本
人
確
認

な
ど
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
時
間
に

余
裕
を
持
っ
て
ご
来
庁
下
さ
い
。
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パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利

用
し
て
看
護
師
等
の
届
出
サ
イ
ト
「
と

ど
け
る
ん
」
検
索
で
も
届
け
出
が
で

き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
３
６
５－

７
６
６
０

中
小
企
業
の
業
務
改
善
助
成
金

　

事
業
場
内
の
最
も
低
い
労
働
者
の
時

間
給
が
８
０
０
円
未
満
で
、
そ
れ
を
40

円
以
上
引
上
げ
る
計
画
と
、
業
務
改
善

（
労
働
能
率
の
増
進
に
資
す
る
設
備
・

器
具
導
入
な
ど
）
に
か
か
る
経
費
の
合

計
が
10
万
円
以
上
の
計
画
を
、
労
働
者

の
意
見
を
聞
い
て
策
定
す
る
中
小
企
業

に
対
し
て
経
費
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。

　

助
成
率
は
、
常
時
使
用
す
る
労
働
者

の
数
が
31
人
以
上
の
企
業
は
業
務
改
善

に
要
し
た
経
費
の
２
分
の
１
、
30
人
以

下
の
企
業
は
、
４
分
の
３
と
な
り
ま
す
。

　

助
成
の
上
限
額
は
１
０
０
〜
１
５
０

万
円
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
５－

３
２
０
２

住
基
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
へ

　

平
成
15
年
８
月
よ
り
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
が
発
行
さ
れ
、

住
基
カ
ー
ド
が
運
用
さ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
１
月
よ
り
住
基
カ
ー
ド

の
発
行
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
基
カ
ー
ド
の
期
限
が
切
れ
る
方
で
、

更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
個
人
番
号

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）
カ
ー
ド
へ
の
移
行

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド
の

下
の
部
分
に
「
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

交
付
申
請
書
兼
電
子
証
明
書
発
行
申
請

書
」
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
、
通
知

カ
ー
ド
か
ら
切
り
離
し
て
申
請
し
て
下

さ
い
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

か
ら
も
申
請
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
通
知
カ
ー
ド
に
同
封
の

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
お

知
ら
せ　

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請

の
ご
案
内
」
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

公
式
サ
イ
トhttps://w

w
w
.

kojinbango-card.go.jp

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
住
基
カ
ー
ド
に
関

し
て
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
町
民
課
戸
籍
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－

２
５
７
４

交
通
安
全

ア
ン
パ
ン
マ
ン
キ
ャ
ラ
バ
ン

　

Ｊ
Ａ
共
済
は
、
子
ど
も
た
ち
に
ア
ン

パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に
歌
っ
て
踊
っ
て
交

通
ル
ー
ル
を
学
ん
で
も
ら
う
た
め
、
交

通
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

○
日
時
／
場
所

・
２
月
27
日（
土
）①
11
時
〜
②
14
時
〜

　

御
船
町
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

・
２
月
28
日（
日
）①
11
時
〜
②
14
時
〜

　

嘉
島
町
民
会
館
ホ
ー
ル
「
ア
ク
ア
」

　

観
覧
無
料
。
観
覧
ご
希
望
の
方
は
所

定
の
応
募
用
紙
で
お
申
込
み
下
さ
い
。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

Ｊ
Ａ
か
み
ま
し
き
共
済
部

　
　
　
　
　

☎
２
３
４－

５
２
２
７

雇
用
・
助
成
金

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る

活
躍
の
推
進
に
関
す
る
法
律
が

成
立
し
ま
し
た

　

女
性
の
活
躍
推
進
の
取
り
組
み
を
進

め
る
た
め
に
、
常
時
雇
用
す
る
労
働
者

（
※
）
の
数
が
３
０
１
人
以
上
の
事
業

主
に
対
し
て
は
、
次
の
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
ま

で
に
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
自
社
の
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
次
の

４
項
目
（
ａ
〜
ｄ
）
に
つ
い
て
の
状
況

把
握
、
課
題
分
析

　
ａ
採
用
者
に
占
め
る
女
性
の
割
合

　

ｂ
勤
続
年
数
の
男
女
差

　
ｃ
各
月
の
残
業
等
労
働
時
間
の
状
況

　

ｄ
管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

②
行
動
計
画
の
策
定
、
社
内
周
知
、
外

部
へ
の
公
表

③
行
動
計
画
を
策
定
し
た
旨
の
都
道
府

県
労
働
局
へ
の
届
出

④
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報
公
表

（
１
項
目
以
上
選
択
）

※
常
時
雇
用
す
る
労
働
者
は
正
社
員
だ

け
で
な
く
無
期
契
約
者
及
び
期
間
契
約

者
で
あ
っ
て
１
年
以
上
継
続
雇
用
者
、

１
年
以
上
雇
用
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ
る

者
を
含
み
ま
す
。
常
時
雇
用
労
働
者
が

３
０
０
人
以
下
の
事
業
主
に
つ
い
て
は

①
〜
④
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　

熊
本
労
働
局
雇
用
均
等
室

　
　
　
　
　

☎
３
５
２－

３
８
６
５

看
護
師
等
の
離
職
時
の
届
出
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
、
保
健
師
・
助

産
師
・
看
護
師
・
準
看
護
師
の
免
許
を

お
持
ち
で
、
働
か
れ
て
い
な
い
方
は

「
熊
本
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
へ
届
け

出
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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補
償
金

ハ
ン
セ
ン
病
補
償
金
の
申
請

手
続
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

過
去
に
ハ
ン
セ
ン
病
に
か
か
っ
た
こ

と
が
あ
る
方
に
は
、
国
か
ら
補
償
金

（
和
解
一
時
金
）
が
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
や
療
養
所
に
入

所
し
た
こ
と
が
な
い
方
も
対
象
と
な
り

ま
す
。
手
続
期
限
は
平
成
28
年
３
月
31

日
で
す
。
訴
訟
の
手
続
が
必
要
で
す
の

で
、
余
裕
を
も
っ
て
ご
相
談
下
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

公
益
財
団
法
人
沖
縄
県
ゆ
う
な
協
会

　
　

☎
０
９
８－

８
３
２－

９
５
２
８

　
　

法
律
事
務
所

　
　

☎
０
９
８－

９
３
８－

４
３
８
１

　
　

厚
生
労
働
省　

難
病
対
策
課

　
　

☎
０
３－

５
２
５
３－

１
１
１
１

月　

間
２
月
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

　

昨
年
、
パ
リ
で
開
か
れ
た
国
連
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
の
第
21
回
締
約
国
会

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
21
）
に
お
い
て
、
２
０
２

０
年
か
ら
の
実
施
を
目
指
す
地
球
温
暖

化
対
策
の
新
た
な
枠
組
み
「
パ
リ
協

定
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
全
て
の
国
が
温
暖
化
の
原

因
と
な
る
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
な

ど
の
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
を
世
界
全
体

で
ど
れ
く
ら
い
減
ら
す
か
具
体
的
な
目

標
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　

日
本
は
２
０
３
０
年
度
に
出
す
温
室

効
果
ガ
ス
の
量
を
２
０
１
３
年
度
よ
り

も
26
％
減
ら
す
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

２
月
は
、
灯
油
・
ガ
ス
・
電
気
等
の

暖
房
用
需
要
を
は
じ
め
と
し
て
、
家
庭

に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
ピ
ー
ク

期
で
あ
り
、
各
家
庭
か
ら
で
る
二
酸
化

炭
素
の
量
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

限
り
あ
る
資
源
を
少
し
で
も
、
長
持
ち

さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
に
、
暖
房
器
具
を
使
い
過
ぎ
な

い
工
夫
を
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
活
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　

役
場
建
設
課
環
境
係

　
　
　
　
　

☎
２
３
７－
２
６
１
９

見
守
り
新
鮮

情
報
2
月
号

《
ス
マ
ホ
、
通
信
料
滞
納
に
注
意
》

　

最
近
の
携
帯
電
話
契
約
は
、
２
年

契
約
に
す
る
こ
と
で
、
機
器
分
割
代

金
相
当
額
が
通
信
料
か
ら
割
引
さ
れ

る
場
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
分
割
払

い
契
約
を
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が

少
な
い
消
費
者
も
い
ま
す
。

【
不
払
い
者
情
報
を
登
録
、
交
換
】

　

通
信
料
滞
納
（
不
払
い
）
に
よ
る

強
制
解
約
の
情
報
は
解
約
後
５
年
間
、

Ｔ
Ｃ
Ａ
（
一
般
社
団
法
人
電
気
通
信

事
業
者
協
会
）
に
不
払
い
者
情
報
と

し
て
登
録
さ
れ
、
通
信
事
業
者
間
で

情
報
が
交
換
さ
れ
ま
す
（
料
金
が
完

済
さ
れ
た
場
合
は
対
象
外
）。

　

こ
れ
は
料
金
不
払
い
の
再
発
防
止

と
、
利
用
者
全
体
の
公
平
性
と
利
益

を
守
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
情
報
は

通
信
契
約
時
の
加
入
審
査
に
使
わ
れ

る
の
で
、
新
た
な
契
約
を
断
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
契
約
者
名
が
子

ど
も
の
場
合
も
同
様
で
す
。

　

一
方
、
機
器
の
分
割
払
い
契
約
は

割
賦
販
売
法
が
適
用
さ
れ
、
Ｃ
Ｉ

Ｃ
（
割
賦
販
売
法
に
基
づ
く
指
定
信

用
情
報
機
関
）
に
も
事
故
情
報
と
し

て
登
録
さ
れ
ま
す
。
完
済
し
て
も
５

年
間
は
情
報
が
残
り
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
作
成
や
自
動
車
ロ
ー
ン
、
住

宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
新
た
な
借
り
入
れ

が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
ブ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
載
る
」
と
は
、

信
用
情
報
機
関
に
滞
納
の
事
故
情
報

が
登
録
さ
れ
る
状
態
の
こ
と
で
す
。

【
通
信
契
約
と
端
末
機
器
の
セ
ッ
ト

販
売
に
注
意
】

　

家
電
量
販
店
な
ど
で
、
モ
バ
イ
ル

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
の
通
信
契
約
を

同
時
に
す
れ
ば
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や

パ
ソ
コ
ン
を
安
く
購
入
で
き
る
と
勧

め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

・
実
際
に
使
っ
て
み
た
ら
電
波
状
況

が
悪
く
思
う
よ
う
に
つ
な
が
ら
な
い

・
無
料
と
聞
い
て
い
た
ル
ー
タ
ー
の

料
金
を
請
求
さ
れ
納
得
で
き
な
い
、

な
ど
の
理
由
か
ら
解
約
を
申
し
出
た

場
合
、
高
額
の
解
約
料
が
発
生
し
ト

ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

通
信
契
約
は
身
近
な
も
の
で
あ
り

な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
内
容
や
料
金
体

系
が
複
雑
で
分
か
り
づ
ら
く
、
実
際

に
利
用
し
て
み
な
い
と
サ
ー
ビ
ス
や

通
信
品
質
を
確
認
で
き
な
い
た
め
に

ト
ラ
ブ
ル
に
な
る
こ
と
か
ら
、
ク
ー

リ
ン
グ
オ
フ
制
度
に
準
じ
た
「
初
期

契
約
解
除
制
度
」
が
導
入
さ
れ
る
予

定
（
平
成
28
年
春
ご
ろ
）
で
す
。

　

困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

上
益
城
広
域
連
携
消
費
生
活
相
談
室

（
19
㌻
参
照
）
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
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☎ 

2
3
7

－

0
0
4
4

◎ 

交
通
事
故
〜
昨
年
の
傾
向
と
し

て
は
、
け
が
が
有
る
事
故
、
無
い

事
故
と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。

◎ 

刑
法
犯
〜
万
引
き
、
乗
り
物
盗
が

大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。
特
に
、

万
引
き
の
発
生
は
顕
著
で
し
た
。

※ 

交
通
事
故
に
気
を
つ
け
る
と
と

も
に
、
駐
車
す
る
際
、
自
転
車
や

車
の
ド
ア
の
ロ
ッ
ク
は
確
実
に

実
施
し
ま
し
ょ
う
！

○交通事故・刑法犯の発生状況　　（件数）平成 27 年 12 月末現在

交通事故 刑 法 犯

け
が
（有）

け
が

（無）

空
き
巣

自
販
機

狙
い

万
引
き

車
上
狙
い

乗り物盗
オート
バイ盗

自転
車盗

嘉
島
町

H27.12 6 58 0 0 8 2 0 2

H27 累計 81 722 3 1 47 9 9 14

前年比 -2 -11 +1 -1 +11 -6 +6 +2

御
船
署
管
内

（
御
船
・
益
城
・

嘉
島
・
甲
佐
）

H27.12 16 185 0 0 8 4 2 2

H27 累計 245 2167 10 2 60 27 21 30

前年比 -7 -53 -8 ± 0 +15 -18 +14 -2

〔発行者〕御船地区防犯協会連合会・御船警察署（☎２８２－１１１０　内線 261 ～ 264）

～みんなでつくろう
　　安全・安心の街～

３ 月 の 納 税 等 夜 の 税 務 相 談

国民健康保険税
後期高齢者医療保険料 } ⑩ 期介護保険料
保育所利用料……………３月分
下水道使用料……………２月分
納期限日（口座振替日）平成28年３月31日（木）

毎月第２・第４水曜日

午後６時～午後８時

 町税務課員が対応します。

※確定申告期間中はお休みさせていただきます。
（平成２８年２月１６日～３月１５日）

※ 取扱金融機関・・・上益城農協、肥後銀行、ゆうちょ銀行、熊本銀行、九州労働金庫、
　　　　　　　　 　　熊本第一信用金庫の各店舗。
※ 領収は、通帳によりご確認下さい。　“納税であなたが築く豊かな郷土”

御船警察署管内において、オートバイ盗、
自転車盗などの乗り物盗が発生しています。

　オートバイや自転車から離れるときは、短
時間でも必ずカギを掛けましょう。
　備え付けのカギ以外に、ワイヤー錠などを
掛けましょう。
「ツーロック」により犯行を手間取らせ、犯行
をあきらめさせるのに効果的です。

　「たかが万引き」と軽く考えている人が
少なくありませんが、万引きは犯罪（窃盗
罪「10年以下の懲役または50万円以下の罰
金」）です！
　ばれたらお金を払ったり品物を返せばい
いと軽く考えている人もいますが、万引き
をしてしまった後では、代金を払っても品
物を返しても罪は消えません。
　社会の対応も厳しくなっており、最近は、
店から「警察への通報」が増えています！
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同和問題について正しい認識を持ちましょう
　部落差別には、誤った知識や予断・偏見が強く関
係していることが多くあります。同和問題について、
次のような誤った認識を持たれることがよくありま
すが、それらに惑わされることなく、正しい認識を
持つことが大切です。

同和地区の人にも差別される原因があるの
では？
　私たちは、時として直接見たり、聞いたりしたことは
ないけれど、噂等の不確かな情報によって、人や集団
に対し悪いイメージを持ったり、予断・偏見を持ってし
まうことがあります。同和問題においても、噂や憶測
で思い込んでいることはないでしょうか。
　これまで述べてきたように、同和問題は、封建社会
の政治や経済の仕組みの中で、幕藩体制の維持・強
化を目的として、政治的・人為的につくりあげられた
身分制度に由来するものです。この身分制度の中で、
当時の社会にあった偏見や、穢れ意識等の人々の誤っ
た意識を利用し、例えば、死んだ牛馬の処理、皮革生産、
警備や罪人の逮捕、死刑の執行等の仕事にあった人々
を被差別身分として位置づけたのです。そして、民衆
の生活が苦しくなり、幕藩体制に対する不満や不安が
大きくなればなるほど、これらの人々に対する差別が
強められていったという経緯もあります。
　また、一定のエリアが被差別地域とされたのは、身
分制度の固定を確実にするために、幕府や藩により、
居住地域を定められたり、限定されたりしたからに過
ぎず、そのことで差別される理由は何もありません。
　これらのことから、部落差別は、武士による支配体
制を維持するためにつくられた様々な不合理な制度

の一つである身分制度によって、何の根拠も、合理性
もなく作りだされた差別であるということがわかります。
　同和問題とは、生まれた場所や家族、住んでいる
場所といったことを理由に不平等・不利益な扱いを受
けるという問題です。しかし、人は場所や家族を選ん
で産まれてくることはできません。どこで生活するの
か？という「居住・移転の自由」は基本的人権として保
障された権利の一つです。このことからも、本人には
何の責任も落ち度もないことを理由に不平等・不利
益な扱いを受けるという同和問題の非合理性がわか
ります。
　あたかも、差別される人に問題の責任があるかの
ように考えて、自分たちの責任を逃れようとする考え
では、差別の解消にはつながりません。

同和問題は、自分には関係ないのでは？
　同和問題は自分には直接関係がないという考えを
持った人がいます。しかし、「自分は差別していない、
差別なんて関係ない」と思っている人でも、自分の
心の中の差別意識に気づかずに、ふとした時に人を
傷つけたり、傷つけられたりしている場合がありま
す。また、「差別はいけないことだ」と口では言い
ながら、自分に直接かかわる問題になると、昔なが
らの迷信や因習にこだわったり、偏見でものを見た
り判断したりする場合もあります。
　同和問題の解決のためには、私たち一人ひとりが、
根拠のない迷信、因習や世間体などにとらわれず、
自分自身で考え判断するという主体性のある生活態
度や、差別を許さないという価値観をもって行動し
ていくことが必要です。この取組みは、他のあらゆ
る差別を許さないということにつながっていきます。

熊本県人権センター啓発資料より

「
犯
罪
被
害
者
等
の
人
権
」

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
出
来
事
が
起
き
て
い
ま

す
。
で
も
、
そ
れ
ら
は
「
人
権
」

と
ど
ん
な
関
係
が
あ
る
の
か
を
、

「
あ
る
日
の
出
来
事
」
を
通
し
て
、

一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
私
た

ち
の
理
解

　
﹇
あ
る
日
の
出
来
事
﹈

　
『
私
の
反
省
』

　

こ
の
前
、
近
所
の
あ
る
家
に
、

人
だ
か
り
が
で
き
て
い
た
。
ど
う

や
ら
、
空
き
巣
の
被
害
に
遭
っ
た

様
子
。
そ
の
家
の
人
は
、
青
い
顔

を
し
て
い
る
。
私
は
友
だ
ち
と
、

「
カ
ギ
を
か
け
て
な
か
っ
た
ん

じ
ゃ
な
い
？
」「
じ
ゃ
あ
、
し
ょ

う
が
な
い
よ
ね
」「
お
金
が
あ
り

そ
う
だ
か
ら
狙
わ
れ
た
の
か
な
」

な
ど
勝
手
な
話
を
し
て
い
た
。

　

と
こ
ろ
が
数
日
後
、
帰
宅
し
た

私
は
ビ
ッ
ク
リ
。
な
ん
と
、
今
度

は
私
の
家
が
空
き
巣
の
被
害
に
…
。

戸
締
ま
り
は
ち
ゃ
ん
と
し
て
た
の

に
、
窓
が
壊
さ
れ
て
い
た
な
ん
て
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
パ
ト
カ
ー
の

音
を
聞
い
て
、
家
の
ま
わ
り
に
人

が
集
ま
っ
て
き
た
。

　

ふ
と
、
こ
の
前
、
友
だ
ち
と
し
て

い
た
う
わ
さ
話
が
頭
を
か
す
め
た
。

「
戸
締
ま
り
し
て
な
か
っ
た
と
か
、

私
も
同
じ
よ
う
に
噂
さ
れ
て
る
の

か
な
ぁ
…
」。
無
責
任
に
う
わ
さ

話
を
し
て
い
た
け
れ
ど
、
そ
れ
が

被
害
を
受
け
た
人
を
悲
し
ま
せ
る

こ
と
を
、
私
は
わ
か
っ
て
な
か
っ

た
ん
だ
な
と
思
っ
た
。

●
考
え
て
み
ま
し
ょ
う

　

犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
は
、

犯
罪
に
よ
っ
て
、
身
体
を
傷
つ
け

ら
れ
る
、財
産
を
盗
ら
れ
る
と
い
っ

た
直
接
的
な
被
害
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
の
人
々
の
心
な
い
う
わ
さ
話

や
中
傷
な
ど
、
被
害
後
に
生
じ
る

「
二
次
的
被
害
」
と
言
わ
れ
る
様
々

な
問
題
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

つ
ま
り
、
被
害
者
等
は
、
加
害
者

か
ら
受
け
た
被
害
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
の
人
々
の
理
解
不
足
や
誤
解

か
ら
生
じ
る
不
適
切
な
言
動
に
よ

り
、
さ
ら
に
傷
つ
き
、
苦
し
ん
で

い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
二
次
的

被
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
は
、
犯
罪
被
害
は
自
分
に

も
起
こ
り
う
る
問
題
と
し
て
、
被

害
者
等
の
よ
き
理
解
者
と
な
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

同和問題を知っていますか

（
熊
本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
啓
発
資
料
よ
り
）

人
権
問
題
の

　
　
　

正
し
い
理
解
の
た
め
に

〔その287〕

同和問題は人権問題
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「くまもと食で育む命・絆・夢プラン」に沿って

食育推進シリーズ

さけの塩焼き
〈材料〉 （2人分）
生鮭 80g（1切れ）
アスパラガス  20g（約 2本）
塩 0.48g
水 大さじ 2
おろししょうが 1g
塩 0.12g
だし汁 1ml
レモンの薄切り 1 枚

〈作り方〉
① 　鮭は半分に切り、Aとともにポリ袋に入れ、冷蔵庫で
1時間 30 分ほどおく。アスパラガスは 4cmほどの長
さに切り、ゆでて水に取り、水気を切り、Bをからめる。

② 　①の鮭の汁気をキッチンペーパーで取り、グリルで 7
～8分焼く。アスパラガスとともに器に盛り、半分に切っ
たレモンを添える。

　（エネルギー 59kcal、食塩相当量 0.3g）

嘉島町食生活改善推進員協議会

毎日のみそ汁も野菜等、具
材を具だくさんにすること
により塩分摂取を抑え、野
菜摂取を増やし、生活習慣
病の予防につながります。

⎧
A⎨
⎩
B
⎧
⎨
⎩

市販の塩ざけの食塩相当量は一切れ（80g）で1.4g（食品
成分表(2010年)より）ありますので、今回のように一人
1/2切れ食べたとしても、食塩相当量は0.7gと倍以上とな
ります！！

　上記の通り、日本人の食事摂取基準（2015年版）では、食塩相当量の目標量を成
人男性8g/日未満、成人女性で7.0g/日未満としていますが、各国のガイドラインを
考慮すると高血圧の予防、治療のためには6g/日未満の食塩摂取量が望ましいと考え
られています。
　また、塩分の摂り過ぎは高血圧を招き、動脈硬化や血栓ができやすくなり、脳梗塞、
心筋梗塞などの重い病気につながります。また胃がんのリスクも高めるので、日頃
から減塩に努めましょう。

年齢 男性 女性
1～ 2歳 3.0g 未満 3.5g 未満
3～ 5歳 4.0g 未満 4.5g 未満
6～ 7歳 5.0g 未満 5.5g 未満
8～ 9歳 5.5g 未満 6.0g 未満
10～ 11歳 6.5g 未満 7.0g 未満
12歳～

（成人含む） 8.0g 未満 7.0g 未満

日本人の食事摂取基準 (2015 年版 ) の食塩相当量の目標量

　≪参考≫　ナトリウム量からの食塩相当量の算出方法
　　　　　　　　　　食塩相当量 (g) ＝ナトリウム (g) × 2.54
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Winter Vacation
　Happy New Year! Did you all have a good 
winter vacation? Mine was very relaxing, 
thankfully. I originally hadn’t planned to do 
anything over break, but as it turned out I 
went on a few fun mini adventures.
　My friend from America is teaching English 
in Korea - he’s an ALT like me! His name is 
Dan. I hadn’t seen him in years, but he came 
to Japan! He had never been here before, so I 
organized a trip for us. We met up in Fukuoka 
on Christmas, then the next day we traveled 
to Hiroshima. Since we took a bus it took five 
hours, but the view was very pretty. We stayed 

at a nice Japanese-style hostel in Hiroshima, and since I’d 
been there before, I got to act as a tour guide.
　As we are both very interested in history, we went to 
the Ｈｉｒｏｓｈｉｍａ Peace Memorial Museum. There were a lot 
of people there. I think it’s very good that so many people 
are interested in learning about the past. I studied the his-
tory of World War II a lot in school, but to visit a museum 
especially concerning the Japanese side of the war was very 
interesting. 
　We ate a lot of interesting food in Hiroshima. For the first 
time I tried oysters, fugu, and even whale! I also had Hiro-
shima-style okonomiyaki (though I think I like Osaka-style 
better). The main purpose of the trip was to go to Miyajima. 
Dan really wanted to see deer! I was excited to finally see It-
sukushima Shrine. I took so many pictures. My favorite part 
of the island was Daisho-In Temple. If you get the chance I 

hope you can visit Miyajima someday too. It’s a really beautiful place.
　Good luck with third semester - especially the middle school third graders, who 
have their entrance exams! 

冬　休　み
　明けましておめでとうございます！冬休みは楽し
かったですか？私はとてもゆっくり過ごせて嬉しかっ
たです。最初は何も計画を立てていませんでしたが、
いろいろなミニアドベンチャーが出来ました。
　私は、友達と旅行を計画しました。友達は私と同
じようにアメリカ人のALT でダンという名前です。韓
国で英語を教えています！何年も会っていなかったの
ですが、彼はやっと日本に来ることができました！日
本に来るのは初めてでした。クリスマスの日に福岡で
会い、翌日広島へ行きました。バスで 5 時間かかっ
たけれど、風景がとてもきれいでした。和風のシェ
アハウスに泊まりました。私は、広島に行ったことが
あったので少しだけツアーガイドをしました。
　私たちは歴史にとても興味があり、広島平和記念
資料館へ行きました。人が多かったです。こんなに

も多くの人が昔のことに興味があることは良いことだ
と思いました。学生の時、第二次大戦のことを勉強
しましたが、日本に関する資料館を見るのはとても興
味深かったです。
　広島では、地元の名物をいっぱい食べました。カ
キや、フグ、クジラなども初めて食べました！そして広
島のお好み焼きも初めて食べたけれど、大阪の方が
好きでした。旅行の一番の目的は宮島を訪ねること
でした。ダンはシカを見たかったのです！私は、厳島
神社に行くのに楽しみをしていました。写真をいっぱ
い撮りました。一番好きなところは大聖院というお寺
です。皆さんも宮島にぜひ行ってみてください！とても
きれいな場所です。
　３学期、頑張ってください！特に入試を受ける中学
３年生！

Charlotte Delautre
シャーロット・デロトレ
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上田　澪佳さん
（嘉島中学校２年）

坂本　文子さん（下仲間）増岡　恵子さん（上六嘉）
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友
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１
月
25
日
は
数
十
年
に
一
度
と
い
う
寒
波
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
各
地
で
水
道
管
の
破
裂
に
よ
る

断
水
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
こ
の
冬
は
比
較
的
暖

か
い
日
が
続
い
て
い
た
だ
け
に
、
体
に
も
こ
た
え

た
よ
う
で
す
。

　

積
雪
に
よ
る
農
業
被
害
も
あ
り
、
東
京
で
の
九

州
中
央
自
動
車
道
の
建
設
促
進
陳
情
の
際
、
県
選

出
の
国
会
議
員
が
「
委
員
会
で
熊
本
の
積
雪
被
害

を
話
し
た
と
こ
ろ
、
豪
雪
地
帯
の
議
員
か
ら
『
そ

の
程
度
の
雪
で
被
害
が
出
た
の
か
』
と
笑
わ
れ

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

町
内
で
も
東
部
台
地
「
ゆ
う
す
い
の
杜
」
開
発

で
は
簡
易
水
道
事
業
も
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
寒

波
、
積
雪
へ
の
備
え
は
必
要
で
す
。

　

新
年
度
に
向
け
て
、
予
算
編
成
を
進
め
て
い
ま

す
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
が
、
さ
ら
な
る
飛
躍

の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

意

輪

大
倉　

清
司　

様
（
上
島
） 

　
　

平
成
28
年
１
月
20
日
現
在

一　

般　

寄　

付

1月の
　　  町長の動き

荒木町長談

４日 ・仕事始めの式　・庁内常会　・課長会議
 ・上益城広域連合仕事始めの式　
 ・嘉島町社会福祉協議会仕事始めの式
 ・熊本県町村会仕事始めの式
 ・熊本県土地改良事業団体連合会仕事始めの式
 ・御船地区衛生施設組合仕事始めの式
 ・ 上益城郡町村会仕事始めの式
 ・上益城地域振興局訪問
５日 ・テレビ熊本訪問　・熊本県庁訪問
 ・糸田堰土地改良区来庁応対
６日 ・嘉島町老人クラブ連合会定例会
 ・九州電力熊本東営業所長来庁応対
 ・ 熊本中央一般廃棄物処理施設促進協議会町村長

会議　・かしま広域農場新年会
７日 ・熊本県警年頭視閲式　・熊日・ＲＫＫ新春交礼会
８日 ・熊本河川国道事務所長来庁応対
 ・熊本県町村会トップセミナー
 ・国会議員と町村長との意見交換会
10日 ・嘉島町成人式　・東秀優氏叙勲受章祝賀会　
12日 ・課長会議　・九州農政局来庁応対
 ・公明党新春の集い
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・ 熊本県中小企業団体中央会創立 60 周年記念講

演会及び記念式典
 ・熊本県建設産業団体連合会新年名刺交換会
13日 ・熊延鉄道開業 100 周年記念写真展記念式典
 ・自由民主党新春の集い
 ・連携中枢都市圏構想第２回圏域首長会議
14日 ・熊本県サッカー協会来庁応対
 ・くまもと創生フォーラム
 ・御船地区衛生施設組合議員協議会
15日 ・全日本同和会来庁応対　・上六嘉老人会新年会
 ・ 商工会法施行 55 周年記念熊本県商工会記念大

会及び祝賀会
16日 ・熊本県体育協会加盟団体長理事長会
18日 ・課長会議　・肥後銀行来庁応対
 ・嘉島町商工会新年会
19日 ・上益城郡町長会議
20日 ・国保中央会臨時理事会及び臨時総会
21日 ・㈱ハタノ新社屋・新工場落成披露会及び祝賀会
 ・サントリー食品副社長来庁応対
 ・ 御船地区交通安全協会安全運転管理者等協議会

合同新年意見交換会
22日 ・宮崎県町村会訪問
23日 ・第 33 回熊日郡市対抗女子駅伝大会結団式
25日 ・課長会議　・東部台地土地区画整理審議会
 ・東部台地土地区画整理事業評価委員会
26日 ・くまもと売れる米づくり推進本部委員会
 ・熊本県後期高齢者医療広域連合来庁応対
 ・日本赤十字社熊本県支部来庁応対
 ・サントリービール㈱九州熊本工場との意見交換会
27日 ・熊本県選出国会議員訪問
28日 ・全国町村会正副会長会
 ・全国自治協会理事会及び評議員会
 ・全国町村会政務調査会行政委員会
 ・都道府県町村会長理事会
29日 ・九州横断道路要望活動
30日 ・ 村上寅美県議会議員在職 30 周年記念感謝の集い

１月８日、ホテル日航熊本で開かれた「熊本県町村会
トップセミナー」であいさつする荒木町長　　　　　

　

こ
の
た
び
、
左
記
の
方
々
よ
り

嘉
島
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
「
地

域
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
下

さ
い
」
と
香
典
返
し
に
代
え
て
多

額
の
ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

　

ご
芳
志
に
沿
う
よ
う
、
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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亡　
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（
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亡　
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穗
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心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

藤
岡　

正
義　

様

　

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

嘉
島
町
へ
の
ふ
る
さ
と
寄
附
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発行人 荒 木 泰 臣

http://www.town.kashima.kumamoto.jp/
http://www.town.kashima.kumamoto.jp/i/

発行日　平成28年２月12日

嘉島町の人口動態
平成28年 1 月31日現在

（前月比）

人   口 9,206 人　

　男　　 4,426 人　

　女　　 4,780 人

世帯数　 3,399 世帯　（－ 6）

元気にすくすく成長しています

嘉島で沢山のお友達ができました！
引っ越しても遊んでね☆

ご両親：佐藤 士さん　由実子さん（鯰）

ご両親：伊津野 亮さん　香澄さん（上島）
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や
っ
と
冬
ら
し
さ
を
感
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
１
月
下
旬
に
は
沖
縄
で

も
雪
が
降
る
ほ
ど
の
寒
波
が
訪
れ
、
嘉

島
町
で
も
積
雪
が
あ
り
ま
し
た
。
公
園

や
駐
車
場
な
ど
で
雪
だ
る
ま
を
作
る
家

族
の
姿
を
見
て
、
心
温
ま
る
思
い
を
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　

異
常
気
象
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
の
時
世
、
雪
害
の
心
配
も
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
受
験
生

に
と
っ
て
は
大
事
な
時
期
で
す
。
体
調

管
理
に
注
意
し
、
桜
咲
く
季
節
を
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
う
に
。　
　
　
　
　
（
係
）

佐
藤
　
摯
（
ま
こ
と
）
く
ん

平
成
27
年
５
月
17
日
生

　（－10）

　（－ 8）

　（－18）

2月 14日（日）　　　さかた耳鼻咽喉科（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－４１３３
2月 21日（日）　　　榊田外科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－６３６３

2月 28日（日）　　　藤岡医院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０４０５
3月  6 日（日）　　　西村病院（嘉島町）
　　　　　　　　　　　　　☎２３７－１５５１
　　　　　　　　  古閑整形外科胃腸科医院（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８４－２０１０
3月 13日（日）　　　御船クリニック（御船町）
　　　　　　　　　　　　　☎２８２－０１０６

たくさん寝て・食べて・笑って
元気にたくましく育ってね☆ 

上
村
　
健
人
（
け
ん
と
）
く
ん

平
成
27
年
6
月
14
日
生

伊津野　凜（りん）ちゃん・宙（そら）くん
平成23年８月３日生・平成26年８月19日生

すくすく育ってます

ご両親：冨永 純司さん　寛子さん（上六嘉）

冨永　築功（きずく）くん・育陸（はぐむ）くん
平成25年12月７日生

ご両親：上村 大輔さん　めぐみさん（上島）


